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豊
後
大
野
市
は
、
平
成
17
年
３
月
に
市

制
を
施
行
し
３
年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て

い
ま
す
が
、
合
併
当
初
か
ら
、
こ
れ
か
ら

の
地
域
間
競
争
に
勝
ち
抜
い
て
い
く
た
め

に
、
行
財
政
基
盤
の
確
立
と
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
の
推
進
を
市
政
運
営
の
根
本
に
据

え
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

こ
の
間
、「
行
政
改
革
大
綱
」
や
「
第
１
次

総
合
計
画
」
な
ど
を
策
定
し
、
選
択
と
集

中
に
よ
る
着
実
な
施
策
の
展
開
に
努
め
て

き
た
と
こ
ろ
で
す
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
政
治
の
面
で
は
、

衆
参
両
院
の
多
数
派
が
異
な
る
「
ね
じ
れ

現
象
」
が
起
き
、
政
局
が
不
安
定
な
状
態

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
経
済
の
面

で
は
、
小
麦
・
大
豆
な
ど
の
原
材
料
や
原

油
価
格
の
高
騰
に
よ
り
、
食
品
や
石
油
関

連
製
品
な
ど
の
値
上
げ
が
相
次
ぎ
、
私
た

ち
の
生
活
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す

る
社
会
経
済
情
勢
や
依
然
と
し
て
厳
し
い

財
政
状
況
に
あ
っ
て
、「
自
己
決
定
・
自

己
責
任
」
と
い
う
地
方
分
権
の
本
来
の
目

的
に
立
ち
返
り
、
住
民
ニ
ー
ズ
に
即
応
で

き
る
行
政
体
質
の
改
善
、
さ
ら
に
は
、
安

心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
の
で
き
る
自

立
し
た
豊
後
大
野
市
づ
く
り
を
進
め
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
平
成
20
年
度
に
お
い
て
は
、

「
自
立
・
安
心
・
元
気
」
の
３
つ
を
キ
ー
ワ

ー
ド
と
し
た
重
点
事
業
特
別
枠
を
設
け
、

選
択
と
集
中
に
よ
る
予
算
編
成
を
行
い
、

行
政
改
革
大
綱
及
び
集
中
改
革
プ
ラ
ン
を

着
実
に
遂
行
し
て
い
く
と
と
も
に
、
本
市

の
地
域
力
を
高
め
る
た
め
の
ま
ち
づ
く
り

施
策
を
集
中
的
に
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
平
成
20
年
度
に
開
催
さ
れ
る
第

63
回
国
民
体
育
大
会
の
成
功
に
向
け
、
現

在
、
市
民
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

い
た
だ
き
な
が
ら
着
々
と
準
備
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
こ
の
国
体
を
契
機

と
し
て
、
本
市
の
一
体
感
の
醸
成
は
も
と

よ
り
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
や
健
康
の
増
進
に

つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

生
活
環
境
の
整
備

水
道
関
係
に
つ
い
て
は
、
上
水
道
及
び

簡
易
水
道
の
計
画
給
水
区
域
内
の
加
入
促

進
と
水
道
普
及
率
向
上
に
努
め
る
と
と
も

に
、「
地
域
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
」
並
び
に
「
簡

易
水
道
統
合
整
備
計
画
」
を
策
定
し
ま
す
。

ま
た
、
公
共
下
水
道
や
農
業
集
落
排
水
施

設
の
加
入
促
進
と
水
洗
化
率
の
向
上
に
努

め
、
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
を
推
進
し

ま
す
。

道
路
網
な
ど
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
中

九
州
横
断
道
路
・
県
道
三
重
新
殿
線
バ
イ

パ
ス
な
ど
の
広
域
道
路
網
や
、
市
民
生
活

に
密
着
し
た
県
道
・
市
道
の
生
活
道
路
網

を
最
重
点
に
整
備
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業
や
災
害
復
旧
事

業
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
災
害
に
強
い

道
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

廃
棄
物
処
理
対
策
に
つ
い
て
は
、
市
民
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皆
さ
ま
や
事
業
者
と
連
携
し
な
が
ら
、
ご

み
の
分
別
の
徹
底
や
排
出
量
の
抑
制
を
行

い
、
ご
み
の
減
量
化
・
再
資
源
化
に
取
り

組
み
ま
す
。

産
業
の
振
興
と
基
盤
づ
く
り

農
業
に
つ
い
て
は
、「
農
業
振
興
セ
ン
タ

ー
」
を
中
心
に
関
係
機
関
の
連
携
や
体
制

を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
農
業
の
担
い
手

の
確
保
策
や
農
村
が
持
つ
多
面
的
機
能
が

発
揮
で
き
る
た
め
の
環
境
づ
く
り
に
取
り

組
み
ま
す
。

林
業
に
つ
い
て
は
、
森
林
や
林
道
・
作

業
道
の
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
林
業

作
業
の
機
械
化
を
促
進
し
生
産
基
盤
の
確

立
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
し
い
た
け
種
駒

の
補
助
や
人
工
ほ
だ
場
・
ハ
ウ
ス
な
ど
の

生
産
施
設
の
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

さ
ら
に
、
耕
畜
連
携
資
源
循
環
型
畜
産

の
推
進
や
有
害
鳥
獣
対
な
ど
に
も
取
り
組

み
ま
す
。

商
工
業
に
つ
い
て
は
、
中
心
市
街
地
活

性
化
基
本
計
画
の
策
定
に
取
り
組
み
、
周

辺
部
の
商
業
地
域
の
活
性
化
策
に
つ
い
て

も
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

官
民
協
働
の
取
り
組
み
を
推
進
し
コ
ン
パ

ク
ト
で
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
ま
す
。

観
光
に
つ
い
て
は
、
平
成
20
年
度
を
宣

伝
強
化
元
年
と
位
置
付
け
、「
保
全
」「
食
」

「
癒
し
」「
学
び
」「
遊
び
」
の
５
つ
を
戦
略

と
し
て
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た
ま
ち
づ

く
り
型
観
光
を
推
進
し
ま
す
。

社
会
福
祉
、
保
健
、
医
療
の
充
実

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
要
介
護
や

要
支
援
状
態
に
な
る
前
か
ら
の
一
人
ひ
と

り
の
状
況
に
応
じ
た
予
防
対
策
に
取
り
組

み
ま
す
。

母
子
保
健
に
つ
い
て
は
、
不
妊
治
療
費

や
乳
幼
児
医
療
費
の
助
成
を
引
き
続
き
実

施
す
る
と
と
も
に
、
妊
婦
健
診
の
公
費
負

担
を
こ
れ
ま
で
の
２
回
か
ら
５
回
に
拡
大

し
、
経
済
的
負
担
の
軽
減
と
積
極
的
な
受

診
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
本
年
度
か
ら
医
療
保
険
者
が
実

施
す
る
「
特
定
健
康
診
査
」
及
び
「
特
定
保

健
指
導
」
に
取
り
組
み
、
生
活
習
慣
病
の

予
防
に
努
め
る
と
と
も
に
、
心
臓
突
然
死

の
応
急
処
置
に
対
応
す
る
た
め
、
人
が
多

く
集
ま
る
公
共
施
設
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体

外
式
除
細
動
器
）
を
設
置
し
ま
す
。

障
害
福
祉
に
つ
い
て
は
、
障
が
い
者
が

住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
立
し
た
生
活
が
送

れ
る
よ
う
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ

た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
そ
の
支
援
体
制
づ

く
り
に
努
め
ま
す
。

児
童
福
祉
に
つ
い
て
は
、
地
域
で
子
育

て
を
支
援
し
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
生
み

育
て
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

公
立
お
が
た
総
合
病
院
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
の
診
療
・
救
急
体
制
の
維
持
に

努
め
る
と
と
も
に
、
医
療
ニ
ー
ズ
の
変
化

や
時
代
の
要
請
に
的
確
に
対
応
で
き
る
職

員
の
育
成
や
、
医
師
会
や
関
係
機
関
な
ど

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
地
域
の
中
核
病
院

と
し
て
の
機
能
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

学
校
教
育
の
充
実
と

生
涯
学
習
の
推
進

学
校
教
育
に
つ
い
て
は
、
豊
後
大
野
の

子
ど
も
た
ち
が
皆
、
等
し
く
た
く
ま
し
く
、

そ
し
て
生
き
る
力
を
持
て
る
た
め
の
教
育

を
推
進
し
ま
す
。

生
涯
学
習
の
推
進
に
つ
い
て
は
、「
い

つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も
」
主
体

的
、
創
造
的
に
学
習
に
取
り
組
め
る
環
境

づ
く
り
に
努
め
る
と
と
も
に
、
文
化
財
を

活
用
し
た
歴
史
・
文
化
の
学
習
な
ど
文
化

財
へ
の
理
解
を
深
め
、
郷
土
愛
の
醸
成
に

努
め
ま
す
。

ま
た
、
本
年
開
催
さ
れ
る
「
チ
ャ
レ
ン

ジ
！
お
お
い
た
国
体
」
で
は
、
美
化
運
動

や
あ
い
さ
つ
運
動
、
花
い
っ
ぱ
い
運
動
な

ど
の
市
民
運
動
を
さ
ら
に
広
げ
て
い
く
と

と
も
に
剣
道
競
技
の
民
泊
事
業
を
推
進
す

る
な
ど
、
市
民
総
参
加
の
国
体
と
な
る
よ

う
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

人
権
教
育
・

男
女
共
同
参
画
社
会
の
推
進

人
権
啓
発
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
ゆ
る
差

別
を
撤
廃
し
、
基
本
的
人
権
の
理
念
の
確

立
と
人
権
擁
護
の
実
現
を
目
指
す
た
め
、

人
権
意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
の
研
修
会

や
講
演
会
な
ど
の
啓
発
事
業
を
積
極
的
に

展
開
し
ま
す
。

ま
た
、
男
女
共
同
参
画
社
会
を
実
現
す

る
た
め
、
地
域
、
性
別
、
年
代
別
の
啓
発

講
座
や
、「
男
女
共
同
参
画
市
民
の
つ
ど

い
」
な
ど
を
開
催
し
ま
す
。

防
災
・
防
犯
体
制
の
確
立

常
備
消
防
に
つ
い
て
は
、
消
防
救
急
資

器
材
・
装
備
の
整
備
及
び
各
種
災
害
対
応

救
助
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
非
常

備
消
防
に
つ
い
て
は
、
指
揮
命
令
系
統
の

確
立
を
図
り
、
広
域
災
害
な
ど
に
対
応
で

き
る
組
織
と
す
る
た
め
、
１
市
１
消
防
団

体
制
の
実
現
に
努
め
ま
す
。

防
犯
に
つ
い
て
は
、
地
域
で
子
ど
も
の

通
学
や
遊
び
を
見
守
る
体
制
づ
く
り
に
取

り
組
み
ま
す
。
特
に
、
定
期
的
な
防
犯
パ

ト
ロ
ー
ル
活
動
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

警
察
署
な
ど
と
の
連
携
に
よ
り
、
不
審
者

情
報
の
収
集
に
努
め
ま
す
。

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、
交
通
マ

ナ
ー
向
上
の
た
め
の
意
識
啓
発
活
動
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
や
道

路
標
識
な
ど
の
交
通
安
全
施
設
整
備
に
取

り
組
み
ま
す
。
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３月に開催された平成20年第１回豊後大野市議会定例会において、平成20年度の一般会計及び特別会計の予算案
が議決されましたので、その概要をお知らせします。

平成20年度においては、昨年度に導入した「枠配分
予算」を実施するとともに、行政改革大綱及び集中改
革プランを着実に遂行し、本市の地域力を高め、まち
づくり施策を集中的に展開していくため、「自立・安
心・元気」の３つをキーワードとした重点事業特別枠
を設け、特色ある主体的な予算編成を行いました。

「自立・安心・元気」３つをキーワードと
した重点事業特別枠を設ける

平成20年度 当初予算が決まりました

市税は平成19年度から実施されている税源移譲によ
り、平成20年度は6,165万円（1.9％増）の伸びとなっ
ています。また、歳入一般財源の66%を占める普通交
付税については、平成20年度は都市と地方の格差是正
として「地方再生対策費」が創設され、対前年度比４％
増となっています。
普通建設事業費の財源として市債を充てており、市

債総額は対前年度比７億9,950万円（48.8％増）の増と
なっています。また、市債の大半は過疎債や合併特例
債など後年度元利償還に対して交付税措置のある優良
債を発行する予定です。

依然として確保の厳しい自主財源

予算全体では、対前年度比6.6％増の251億3,000
万円となっています。
増減の主な原因として、４月からスタートする後期

高齢者医療事業で広域連合に対する事務費負担金及び
医療費負担金が５億9,466万円の負担金増となり、補
助費などの総額が対前年度比34.8％増となりました。
一方、老人保健特別会計への繰出金が５億8,772万円
減となり、他会計繰出金は対前年度比19.8％減とな
りました。
また、最も大きな伸びとなったのは投資的経費で、

普通建設事業費は対前年度比13億646万円（61.3％
増）の伸びとなり、災害復旧事業費は１億2,468万円
（31.2％増）の伸びとなりました。普通建設事業費の
伸びの主な原因は、消防本部の救助工作車購入、神楽
会館建設事業、三重高校跡地利活用のための土地・家
屋購入、経営構造対策事業（輪ギク栽培施設）などによ
るものです。
また、今年度に開催される「おおいた国体」に向け、

各競技運営費や国体関係者を温かく迎える市民運動経
費など総額２億7,378万円を国民体育大会実行委員会
補助金として計上しています。

対前年度比6.6％増の歳出予算
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財 政 課　D0974ー22ー1001（内線2031）問い合わせ先

《
自
　
　
立
》

《
安
　
　
心
》

《
元
　
　
気
》

概　　　　　　要

市道工事において設計ＶＥを実施。経費削減効果期待。

市民・団体・議会・行政などの共有の指針となる条例を制定
し、住民自治の実現を目指す。

集落営農組織の育成と経営熟度に応じた法人化を支援

地域の担い手として大規模個別経営体の育成を支援するため
の機械施設などの条件整備に要する経費の一部を支援

新たに輪ギク栽培に取り組むための施設建設（リースハウス）の支援

健診の公費負担を３回追加し計５回とする

各種制度のわかりやすいパンフレットを全戸に配布

消防本部に配備し、災害への即応体制を整備

災害対応の防災工事

人が多く集まる公共施設にＡＥＤ（自動体外式除細動器）設置

県外者にモニターとして食と宿の体験をしてもらう

県のアンテナショップ「坐来大分（銀座）」で、豊後大野市フェアを実施

全国認定の「まちの駅（32駅）」の情報発信機能の充実

雪舟にゆかりのある自治体が本市に集い、交流

アジアの新進彫刻家を対象にした公募展を開催

市内に企業誘致を図るための各種調査

三重高校跡地を県より購入し学校法人に貸し付け、地域活性化

伝統文化の継承拠点、都市との交流拠点として建設

本市出身漫画家の若杉公徳氏作の映画ロケを誘致

事業費（千円）

4,200

1,330

35,462

20,000

243,238

11,973

2,208

93,000

7,050

15,268

773

3,392

2,800

3,500

7,225

5,000

362,670

509,342

5,110

事　　業　　名

設計※ＶＥ導入事業

自治基本条例策定事業

おおいた集落営農組織育成・
強化緊急対策事業

競争力のある担い手育成対策事業

経営構造対策事業

妊婦乳児健康診査事業

福祉パンフレット作成事業

消防本部救助工作車購入事業

治　山　事　業

ＡＥＤ設置事業

モニターツアー事業

坐来豊後大野フェア

情報の通うまちづくり推進事業

雪舟サミット事業

大分アジア彫刻展

工場適地調査事業

三重高校跡地利活用事業

神楽会館建設事業

映画ロケ地誘致事業

特別会計の状況 （単位：千円） （単位：千円）

会　計　区　分

収 益 的 収 入

収 益 的 支 出

資 本 的 収 入

資 本 的 支 出

収 益 的 収 入

収 益 的 支 出

資 本 的 収 入

資 本 的 支 出

平成20年度

270,260

245,600

5,739

76,555

2,285,825

2,329,375

139,721

228,975

上 水 道 特 別 会 計

公立おがた総合病院
特 別 会 計

会　計　区　分

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計

国民健康保険直営診療所特別会計

介護保険直営診療所特別会計

老 人 保 健 特 別 会 計

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計

介 護 保 険 特 別 会 計

農 業 集 落 排 水 特 別 会 計

公 共 下 水 道 特 別 会 計

浄 化 槽 施 設 特 別 会 計

簡 易 水 道 特 別 会 計

平成20年度

5,488,050

51,297

122

694,668

583,886

5,104,433

193,171

111,827

60,058

396,627

※ＶＥ… Value Engineering（バリューエンジニアリング）の略。コストダウンを図りながら魅力ある製品やサービスを提供できる有効な手法といわれている。
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地域医療特別対策室　D0974ー22ー1001問い合わせ先

本
年
１
月
11
日
に
大
分
県
知
事
か
ら
、

公
立
お
が
た
総
合
病
院
と
県
立
三
重
病
院

の
統
合
に
向
け
た
協
議
に
つ
い
て
市
長
に

申
し
入
れ
が
あ
り
ま
し
た
が
、
豊
後
大
野

市
と
し
て
は
、「
こ
れ
ま
で
両
病
院
が
担
っ

て
き
た
役
割
」
や
「
大
分
県
知
事
が
県
立

三
重
病
院
の
存
続
を
約
束
し
た
経
緯
」、

「
現
状
維
持
を
求
め
る
住
民
感
情
」
を
考
慮

し
た
結
果
、
こ
の
申
し
入
れ
を
そ
の
ま
ま

受
け
入
れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。し

か
し
、
豊
後
大
野
市
が
抱
え
る
医
師

不
足
や
医
師
の
負
担
増
な
ど
、
現
実
化
し

て
い
る
喫
緊
の
課
題
を
先
送
り
す
る
わ
け

に
は
い
か
な
い
こ
と
か
ら
、
市
長
は
今
後

の
豊
後
大
野
市
に
お
け
る
地
域
医
療
や
公

立
病
院
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
場
を
県
と

共
同
で
設
置
す
る
よ
う
大
分
県
知
事
に
提

案
し
、
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
検
討
す
る
場
は
、「
豊
後
大
野
市
の

地
域
医
療
を
守
る
た
め
の
公
立
病
院
の
あ

り
方
検
討
委
員
会
」
と
い
う
名
称
で
、
地

域
医
療
関
係
者
や
識
見
者
な
ど
16
名
の
委

員
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
第
１
回
の
検
討
委
員
会
を
２

月
19
日
に
開
催
し
、
会
長
に
豊
後
大
野
市

副
市
長
、
副
会
長
に
大
分
県
福
祉
保
健
部

長
が
選
任
さ
れ
、
そ
の
後
、
豊
後
大
野
市

に
お
け
る
地
域
医
療
の
状
況
や
両
病
院
の

現
況
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

第
２
回
以
降
の
検
討
委
員
会
に
お
い
て

は
、
地
域
住
民
に
対
す
る
医
療
サ
ー
ビ
ス

の
確
保
や
今
後
の
医
師
確
保
の
見
通
し
、

ま
た
、
両
病
院
の
中
期
的
な
経
営
の
見
通

し
な
ど
の
観
点
か
ら
総
合
的
に
検
討
し
、

豊
後
大
野
市
の
課
題
解
決
に
向
け
た
方
向

性
を
探
っ
て
い
き
ま
す
。

な
お
、
検
討
委
員
会
の
資
料
及
び
会
議

要
録
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

▼
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp
://w
w
w
.b
u
n
g
o
-o
h
n
o
.jp
/▲２月19日に開催された豊後大野市の地域医療を

守るための公立病院のあり方検討委員会の様子

平成20年４月から千歳ふれあい児童館が開所します。
児童館は、（1）児童、乳幼児及びその保護者の交流の
場をつくること（2）母親クラブ、育児サークルなどの地
域組織活動の育成助長などを図ること（3）その他地域の
児童の健全育成に必要な活動を行うことなどの事業を
実施します。お気軽にご利用ください。

【実施場所】千歳町新殿785番地３　千歳公民館２階
【開所日時】月～土曜日　９時30分～18時
【対 象 者】○児童、乳幼児及びその保護者

※乳幼児にあっては、保護者が同伴する方
に限る。
○母親クラブ、育児サークルその他の児童
の健全な育成活動を行うもの

■問い合わせ先
生活支援課 d0974－22－1001

（内線2144）
千歳支所市民課 d0974－37－2111

（内線5062）

千歳ふれあい児童館が開所千歳ふれあい児童館が開所千歳ふれあい児童館が開所

平成20年４月からみえまち子育て支援センター
「やしの実ひろば」が開所します。センターは、市が
すがお保育園に委託して次のような事業を実施します
のでご利用ください。「子育て親子の交流の場」「子育
てに関する情報の提供」「子育てサークルの支援」「子
育てに関する講演会の実施」「子育て相談」「やしの実
ひろばの出張」など。

【実施場所】三重町菅生地区地域交流センター
【開所日時】月～金曜日　９時～14時

※水曜日は家庭訪問相談日
【対 象 者】就学前の乳幼児と保護者

★送迎バスの利用もできますので
相談ください。

■問い合わせ先
子育て相談専用ホットライン
d0974－22－3003

みえまち子育て支援センターが開所みえまち子育て支援センターが開所みえまち子育て支援センターが開所

無 料



住民基本台帳法、戸籍法の改正に伴い、豊後大野市では、第三者からの不正な交付請求を防止
し、市民の皆さまの個人情報を保護するため、５月１日から住民票の写し・戸籍謄抄本などの交
付請求時に、窓口に来られた方の本人確認を実施します。
住民票の写しや戸籍謄抄本などの請求の際は、本人であることが確認できる書類の提示をお願

いします。
窓口にお越しになる方には、ご負担をおかけすることになりますが、ご協力をお願いします。

※法人・事業所が請求される場合の本人確認の方法は、個別にお問い合わせください。

証明書の請求に来られた方が対象です。
※代理人が請求する場合には、代理人について本人確認を行います。
また、委任状が必要になります。
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市民生活課 戸籍住民班　D0974ー22ー1001（内線2082・2083）・各支所市民課問い合わせ先

（社）豊後大野市農林業振興公社　D0974ー34ー4744 ・ FAX 0974ー24ー5765問い合わせ先

■窓口で証明書を請求する場合は、窓
口に来られた方の印鑑及び本人確認
ができる書類が必要です。

■代理人の場合は、委任状、代理人の
印鑑及び代理人自身の本人確認がで
きる書類が必要です。

本人確認の対象者

証明書を請求できる方とは？

●住民票の写し ……………… 自己または自己と同一世帯に所属する方

●戸籍の証明、戸籍附票 …… 戸籍に記載されている方、またはその配偶者、
直系尊属もしくは直系卑属

●身分証明書 ………………… 本人のみ
※親が未成年の子の身分証明書を請求する場合は可

上記以外の方は、代理人の取り扱いになります。

平成20年５月１日から住民票の写し、戸籍謄抄本などの平成20年５月１日から住民票の写し、戸籍謄抄本などの平成20年５月１日から住民票の写し、戸籍謄抄本などの平成20年５月１日から住民票の写し、戸籍謄抄本などの
請求時に本人確認を行います請求時に本人確認を行います請求時に本人確認を行います請求時に本人確認を行います

本人確認資料

○住民票の写しなど住民票
に関する証明書

○戸籍の附票

○身分証明書

○戸籍謄本・抄本など戸籍
に関する証明書

右記の本人確認資料の提示

※場合によっては、複数を提示
していただくこともあります
し、聴聞させていただくこと
もあります。

・運転免許証
・外国人登録証明書
・旅　券（パスポート）
・健康保険証
・年金手帳
・年金証書
・恩給証書
・介護保険被保険者証

・後期高齢者医療被保険者証
・身体障害者手帳
・療育手帳
・生活保護受給者証明書
・住民基本台帳カード

など

本人確認を行う証明 本 人 確 認 の 方 法

※料金は目安（指標）で、ほ場条件により割増料金となる場合があります。
※作業料金は、５％の消費税を加算した額で表示しています。 ※機械の貸し出しはいたしません。

◆農作業委託料金表（予定）

農作業委託の受付

作 業 内 容

耕 　 起

荒 　 代

植 　 代

つ め 代

田 植 え

田植え同時肥料散布

田植え同時除草剤散布

１枚10a以上のほ場

７，３５０円

６，３００円

９，４５０円

１４，７００円

７，３５０円

８，４００円

８，３５０円

作 業 料 金（10aあたり）

１枚10a未満のほ場

８，０８５円

６，９３０円

１０，３９５円

１６，１７０円

８，０８５円

９，２４０円

９，０８５円

←内容によって変更あり

←肥料は個人で準備を

←薬剤は個人で準備を

申込期限／５月15日（木）まで
申込方法／担当地域の事業所まで

申し込みください。

○緒方事業所（緒方・朝地） d0974－42－3005
○大野事業所（大野・千歳・犬飼）d0974－34－4744
○清川事業所（清川・三重） d0974－35－2700
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み
ん
な
の
意
見
箱

み
ん
な
の
意
見
箱
は
、
市
役
所
と
各
支
所

に
１
箱
ず
つ
設
置
し
、
毎
週
月
曜
日
（
休
日

の
と
き
は
そ
の
次
の
日
）
に
回
収
を
し
て
い

ま
す
。

▼
対
象
は
豊
後
大
野
市
民
で
す
。

▼
用
紙
は
「
み
ん
な
の
意
見
箱
」
横
に
備
え
て

い
ま
す
が
、
専
用
用
紙
以
外
で
も
構
い
ま

せ
ん
。

▼
意
見
箱
に
直
接
投
か
ん
、
ま
た
は
秘
書
政

策
課
広
報
広
聴
班
宛
に
郵
送
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
受
付
を

行
っ
て
い
ま
す
。

▼
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
に
あ
た
る

意
見
な
ど
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

▼
意
見
書
に
は
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を

必
ず
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

お
で
か
け
市
長
室

毎
月
１
回
、
市
長
が
各
支
所
に
出
向
き
市

民
の
皆
さ
ん
と
対
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
対
象
は
豊
後
大
野
市
民
で
す
。

▼
対
話
時
間
は
１
人
ま
た
は
１
組
あ
た
り
20

分
程
度
で
す
。

▼
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
各
支
所

総
務
課
に
電
話
な
ど
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

▼
実
施
場
所
、
日
程
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
市

報
で
お
知
ら
せ
を
し
ま
す
。

※
４
月
の
お
で
か
け
市
長
室
は
、
４
月
23
日
（
水
）
清
川
支
所

で
す
。
詳
し
く
は
裏
表
紙
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ふ
れ
あ
い
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

市
内
の
各
種
団
体
な
ど
を
対
象
に
、
市
長

が
直
接
出
向
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
す
。

▼
対
象
は
、
市
内
で
自
主
的
な
活
動
を
行
っ

て
い
る
団
体
ま
た
は
グ
ル
ー
プ
（
お
お
む

ね
10
名
以
上
）
で
す
（
政
治
的
活
動
、
宗

教
的
活
動
及
び
営
利
を
目
的
と
し
た
団
体

は
除
き
ま
す
）。

▼
意
見
交
換
は
１
時
間
30
分
程
度
と
し
、
団

体
の
指
定
す
る
場
所
（
原
則
公
共
施
設
利

用
）
で
行
い
ま
す
。
会
場
の
手
配
、
会
場

借
上
料
の
負
担
な
ど
は
、
申
し
込
み
団
体

で
お
願
い
し
ま
す
。

▼
各
分
野
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
意
見
を
聞
く
た

め
、
実
施
時
期
な
ど
に
つ
い
て
は
、
こ
ち

ら
で
調
整
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

市
民
便
利
講
座
も

ご
利
用
く
だ
さ
い

「
市
民
便
利
講
座
」
と
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

が
知
り
た
い
こ
と
、
聞
き
た
い
こ
と
を
講
座

メ
ニ
ュ
ー
の
中
か
ら
選
ん
で
い
た
だ
く
と
、

市
の
職
員
が
出
向
き
お
話
を
す
る
と
い
う
も

の
で
す
。

▼
対
象
は
、
市
民
で
構
成
す
る
お
お
む
ね
10

人
以
上
の
団
体
及
び
グ
ル
ー
プ
な
ど
。

▼
開
催
日
時
は
、
10
時
か
ら
21
時
ま
で
の
１

時
間
30
分
程
度
で
す
。

▼
場
所
は
市
内
の
公
共
施
設
な
ど
で
、
会
場

の
手
配
、
会
場
借
上
料
の
負
担
な
ど
は
、

申
し
込
み
団
体
で
お
願
い
し
ま
す
。

▼
講
師
の
派
遣
費
用
は
無
料
で
す
。

▼
利
用
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
講
座
申
込

書
を
秘
書
政
策
課
、
ま
た
は
支
所
総
務
課

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▲ふれあいミーティングの様子

▲市民便利講座（体操を取り入れた健康の話）の様子

市では、広く市民の皆さんからご意見、ご提言などをいただき、市民と行政による協働のまちづくりを推
進するため、「声のひろば」事業を実施しています。
市役所と各支所に意見箱を設置する「みんなの意見箱」、市長が直接支所に出向き市民の皆さんと対話を行
う「おでかけ市長室」、市内の各種団体などと意見交換を行う「ふれあいミーティング」の３つの事業です。
そのご利用方法を再度お知らせいたします。皆さんが日頃から感じている市政に対するご意見などをお聞
かせください。

秘書政策課 広報広聴班 D0974ー22ー1001（内線2016）問い合わせ先

※講座メニューは、４月の人事異動により変更がありますが、決まり
ましたら市報でお知らせをいたします。
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豊後大野市選挙管理委員会　D0974ー22ー1001 (内線2187・2188)問い合わせ先

現在、担い手への農地集積や農地の有効活用を目的と
して利用権設定の制度を利用されていますが、申し出に
際し添付書類や記載内容の不整合が時折見られます。こ
れは将来トラブルを発生する恐れがあります。
登記未了の農地で貸し手以外の権利者がある場合に

は、すべての関係権利者の同意が必要となります。申請
の前に必ずご確認ください。
設定期間については、農業委員会の決定後、市の行う

公告により効力が発生するため、公告日以前の始期は無
効になり不都合が生じる恐れがありますので、今後公告
日を始期として統一します（再設定の場合は終期の翌日
となります）。よって、申し出の際は期間の年数のみご
提示ください。
また、再設定を行う場合には、終期期日の２か月前ま

でに申し出されなければ、間断なく再設定ができず空白
期間が生じ、農業者年金等で返還などの不都合が生じる
恐れがあります。市での手続き完了後送付しております
控えの記載終期期日に十分ご注意ください。
申し出に必要な書類は各支所産業建設課及び農業委員

会事務局、市農業振興センターに備えております。
書類作成の前に農地の情報について各窓口にてご確認く
ださい。毎月の受付締め
切りは15日（閉庁日とな
る場合はその直前の開庁
日）で、翌月初めの農業
委員会定例会で決定し公
告となります。

身体障害者手帳か戦傷病者手帳をお持ちの選挙人で、下表のような障がいのある方（○印の該当者）または介護保険
の被保険者証の要介護状態区分が「要介護５」の方は、豊後大野市選挙管理委員会に申請し認定を受ければ、自宅等で
投票用紙に候補者名を記載する「郵便等による不在者投票」をすることができます。

■郵便等による不在者投票該当要件

■手続きの方法

郵便等投票証明書の交付申請

投票に先立って、郵便等による不在者投票をすること
ができる選挙人であることを証明する「郵便等投票証明書」
を選挙管理委員会に申請し交付を受けます。申請には、
お手持ちの身体障害者手帳・戦傷病者手帳・介護保険の
被保険者証を必ず持参してください。

○郵便等投票証明書には
有効期限があります

有効期限が切れたら再度交付申請が必
要です。その場合、再審査を行い該当要
件に該当しなくなった場合は、郵便等投
票証明書は交付できません。

身
体
障
害
者
手
帳

障　害　名

両下肢、体幹、
移動機能の障害

心臓、じん臓、
呼吸器、ぼうこう、
直腸、小腸の障害

免疫の障害

障害の程度

１級

○

○

○

２級

○

－

○

３級

○

○

戦
傷
病
者
手
帳

介
護
保
険
の
被
保
険
者
証

障　害　名

両下肢、体幹の障害

心臓、じん臓、
呼吸器、ぼうこう、
直腸、小腸の障害

障害の程度

特別
項症

○

○

第１
項症

○

○

第２
項症

○

○

第３
項症

○

要介護状態
区分

「要介護５」

農業委員会事務局　　D0974ー22ー1001 (内線2402)
市農業振興センター　D0974ー24ー0100

問い合わせ先



おおいた国体にむけ整備していた三重総合グラウン
ド特設馬術場が完成しました。
今大会はおおいた国体にむけたリハーサル大会で、

九州全県及び中国・四国より選手や監督約100名が
参加します。
大会では高さや色彩・形状の異なる障害物を飛越し

ていく障害飛越競技と、定められた種々の動き方をし
てその優美さを競う馬場馬術競技が開催されます。馬
術競技は、他のスポーツと異なり、馬と選手が一体と
なって競技を行うスポーツです。
開催地として大会を盛り上げるた

めにも「人馬一体」となった妙技を
ぜひご観戦ください。

犬
飼
町
老
人
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
が
、
全
国
か
ら
訪
れ
る
カ
ヌ
ー
競
技
の

監
督
・
選
手
の
皆
さ
ん
を
温
か
く
迎
え
よ
う
と
　
カ
ヌ
ー
め
じ
ろ
ん
　
の

マ
ス
コ
ッ
ト
を
作
成
し
て
い
ま
す
。
小
指
先
ほ
ど
の
小
さ
な
パ
ド
ル
を
持

っ
た
め
じ
ろ
ん
の
た
め
、
細
か
い
作
業
に
と
て
も
苦
労
し
て
い
ま
す
が
、

皆
さ
ん
和
気
あ
い
あ
い
と
作
業
し
て
い
ま
す
。

「
選
手
の
皆
さ
ん
に
私
た
ち
の
歓
迎
の
気
持
ち
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
と
思
い
、
作
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
こ
の
大
野
川
の
清
流
で
競
技
が

で
き
る
こ
と
を
喜
ん
で
、
犬
飼
町
に
も
う
一
度
訪
れ
た
い
と
思
っ
て
く
れ

た
ら
あ
り
が
た
い
で
す
」
と
皆
さ
ん
。

５
月
中
旬
ま
で
に
は
１
５
０
個
の
カ
ヌ
ー
め
じ
ろ
ん
を
完
成
さ
せ
よ
う

と
張
り
切
っ
て
い
ま
す
。

第63回国民体育大会第第6633回回国国民民体体育育大大会会第63回国民体育大会第63回国民体育大会
馬術競技リハーサル大会が開催されます！馬馬術術競競技技リリハハーーササルル大大会会がが開開催催さされれまますす！！馬術競技リハーサル大会が開催されます！馬術競技リハーサル大会が開催されます！
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▲　馬千鶴子さん宅で作成中の皆さん

第45回 九州馬術大会

期 日／５月24日（土）・25日（日）
場 所／三重総合グラウンド特設馬術場

“
カヌ
ーめじろん”を作っています！

“
カヌ
ーめじろん”を作っています！

“
カヌ
ーめじろん”を作っています！

“

”

“カヌーめじろん”の完成品

▲
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「
人
権
」
と
い
う
こ
と
ば
か
ら

ど
ん
な
イ
メ
ー
ジ
を
受
け
ま
す

か
。よ

く
分
か
ら
な
い
け
れ
ど
堅

苦
し
い
感
じ
？
難
し
そ
う
？
自

分
に
は
関
係
な
い
？

「
人
権
」
と
は
、
す
べ
て
の
人

が
幸
せ
に
な
る
権
利
、
人
間
ら

し
く
生
き
る
権
利
で
す
。

「
命
を
大
切
に
す
る
こ
と
」「
み

ん
な
と
仲
良
く
す
る
こ
と
」「
相

手
を
思
い
や
る
こ
と
」
・
・
・

そ
ん
な
の
、
当
然
？
簡
単
？

自
分
は
大
丈
夫
？

現
実
に
は
保
護
者
か
ら
虐
待

さ
れ
て
命
を
落
と
す
子
ど
も
が

い
ま
す
。

パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
に

よ
っ
て
心
身
に
深
い
傷
を
負
う

人
が
い
ま
す
。

高
齢
だ
か
ら
、
障
が
い
が
あ

る
か
ら
、
同
和
関
係
者
だ
か
ら
、

外
国
人
だ
か
ら
・
・
・
と
、
い

わ
れ
の
な
い
差
別
を
受
け
て
つ

ら
い
思
い
を
し
て
い
る
人
が
い

ま
す
。

そ
し
て
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の

う
ち
に
、
自
分
も
人
を
傷
つ
け

て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

人
権
研
修
を
、
そ
ん
な
自
分

に
気
が
付
い
た
り
、
相
手
に
優

し
く
す
る
き
っ
か
け
に
し
て
く

だ
さ
い
。

人権推進同和対策課　D0974ー22ー1001 (内線2317)問い合わせ先

◆人権啓発ビデオ
人権推進同和対策課では、人権啓発ビデオの貸し出しを
しています。
アニメやドラマ、ドキュメンタリーなど、さまざまなタ
イプのものがあります。
貸し出しは無料です。ぜひご活用ください。

◆ジェンダーかるた
楽しくかるた遊びをしながら、対等なパートナーとして
の男女の関係を考えてみませんか。無料で貸し出します。

豊後大野市には、17人の「人権問題講師」がいます。
講義形式やワークショップ、意見交換、手話指導などさ
まざまな手法で人権研修を行うことができます。
研修の目的・内容などに応じて、適切な講師を紹介し

ます。お気軽にお問い合わせください。

●豊後大野市ホームページで、人権啓発ビデオの紹介をしていますのでご覧ください。●

人権啓発教材紹介 人権問題講師紹介

※ジェンダー：社会的につくられた性差のこと。
例）｢男の仕事・女の仕事｣など

２月に緒方町、犬飼町で認知症予防講演会を開
催。２会場で856名の参加があり、認知症への
関心の高さがうかがえました。若い頃からの脳の
使い方で高齢期の生活が変わってきます。下記は
認知症予防５か条ですが実践できていますか？

緒方会場は、収容人数を大幅に超過し、さら
に会場内が寒く、参加者の方には、大変ご迷

惑をおかけしました。誠に申し訳ございませんでした。心より
お詫び申しあげます。

お 詫 び

介護予防は若ければ若いほど効果がありま
す。そこで地域でボランティアをしながら自
ら心身を鍛えたいという皆さんも募集してい
ます。５月から６回の研修会を行います。４
月末までに上記へ申し込みください。

みんな、いくつになっても若々しく、いつまでも元気で住み慣れた
家・地域で暮らしていたいものです。教室に参加して体と脳を元気に
保つコツを学びませんか。

【対象自治区】おおむね65歳以上の方の参加が10名ほど見込まれ、
教室実施を希望する自治区

【 場　　 所 】地区の公民館など　　　　　　　　　　　　　　　
【 内　　 容 】２週間に１回の計６回。１回２時間。

認知症予防の脳活性化リハビリや体操など。
【 参 加 料 】無　料
※この教室は、社会福祉協議会のいきいきサロンへとつなげ、健康や生きがいづくり
を行います。そのため、本教室はいきいきサロンのない自治区が対象となります。

■申し込み・問い合わせ
健康福祉課または介護保険課、各支所市民課健康福祉班へ

ボ ラ ン テ ィ ア 募 集
介 護 予 防

認知症を予防しましょう！

申し込み
締め切りは

５月９日
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２月23日に、中九州横断道路「大野竹田道路」の着工式が行われ、延長
12.3kmの工事がはじまりました。また、３月22日には、「千歳大野道路」
（8.7km）の開通式も行われ、犬飼から
大野まで約13ｋｍが利用可能となりま
した。中九州横断道路は、大分市と熊本
市を結ぶ延長120ｋｍの地域高規格道路
であり、全区間の早期完成が期待されて
います。
開通に先立ち３月20日には「千歳大野

道路」開通記念ウォークも行われ、約
500人がウォーキングを楽しみました。

中中中中中九州横断道路が着々と九九州州横横断断道道路路がが着着々々とと九州横断道路が着々と九州横断道路が着々と

２月29日、県道三重新殿線バイパス「赤嶺工区」の開通式が行われました。
今回開通したのは、全体計画延長9.8ｋｍ（三重町内山～千歳町新殿）のうち、
三重町赤嶺地区を通る延長約0.8ｋｍの
区間で、平成16年度に開通した千歳町
前田～新殿間約2.3ｋｍに続く部分開通
です。
このバイパスは、中九州横断道路と国

道326号を結ぶ幹線道路で、産業の発展
や観光振興など地域の活性化に寄与する
ことが期待されています。

県県県県県道三重新殿線バイパス「赤嶺工区」開通道道三三重重新新殿殿線線ババイイパパスス「「赤赤嶺嶺工工区区」」開開通通道三重新殿線バイパス「赤嶺工区」開通道三重新殿線バイパス「赤嶺工区」開通

青青青青青少年の健全育成に貢献少少年年のの健健全全育育成成にに貢貢献献少年の健全育成に貢献少年の健全育成に貢献
２月７日、平成19年度（財）大分
県体育協会表彰式が大分市で行わ
れ、社会体育功労者として千歳町
の津留村永博さんが表彰されまし
た。津留村さんは昭和50年からこ
れまで32年間、千歳村野球スポー
ツ少年団の指導者として青少年の
健全育成に貢献。
津留村さんは「今後も情熱が続く

限り、地域の子どもたちの成長を
手助けしたい」と話しています。

体
育
指
導
委
員
と
し
て
社
会
体
育
の
推
進
に

も
尽
力
さ
れ
た
津
留
村
さ
ん

▲

炭
焼
き
窯
（
写
真
左
）
に
入
る
の
を
楽
し
み

に
待
つ
子
ど
も
た
ち

▲

▲大野ICから千歳ICに向け通り初め ▲大野竹田道路の着工式の様子

▲春の中九州道を軽快にウォーキング

一昨年から千歳町漆
生・横尾地区の農家で
は、水田裏作を利用し
てこの管内では珍しい
小麦品種「ミナミノカオ
リ」の作付けを始めまし
た。パン作りに適した
この硬質小麦を原料に、
昨年千歳町に開店した
「小麦の家 鈴」が焼き菓

子である「おおいた 南の夢
物語」を製造販売。豊後大野
市の安全安心の産品がまた
一つ誕生しました。

｢ミ｢｢ミミ｢ミ｢ミナミノカオリ」を原料にナナミミノノカカオオリリ」」をを原原料料ににナミノカオリ」を原料にナミノカオリ」を原料に

▲地元の旬の食材にこだわっ
ています

２月15日、百枝小学校５年生が豊後大野保護区保護司会の皆
さんの協力により、炭焼き体験をしました。これは、保護司会
皆さんの「さまざまな体験を通じて、悪いことをせずに明るく
元気に育ってほしい」という願いが込められた事業。子どもた
ちは、炭焼き窯に入っての炭の取り出しや、窯入れなどに目を
輝かせていました。

初初初初初めての炭焼き体験めめててのの炭炭焼焼きき体体験験めての炭焼き体験めての炭焼き体験

▲下赤嶺でテープカット。ここから農大に至る区間が開通
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▲左から神品正志さん夫婦、ＪＡおおいたべっぴんねぎ部会の代表２名

２月19日、大分市で第17回大分県野菜経営コンクー
ルが開催されました。その中で、水耕ねぎ栽培をして
いる三重町の神品正志さんが、野菜生産・経営に対す
る真摯な志や創意工夫した取り組みが評価され優秀
賞・九州農政局長賞を受賞。同じく、水耕ねぎ栽培を
しているぶんご大野農協おおいたべっぴんねぎ部会が、
優秀賞・全農大分県本部長賞を受賞しました。

受受受受受賞おめでとうございました賞賞おおめめででととううごござざいいままししたた賞おめでとうございました賞おめでとうございました

２月15日、認定農業者研修会が三重町で行われまし
た。はじめに、大分県農林水産部の森下幸生氏が「認定
農業者に期待する“Ｔhe おおいたブランドづくり”」と
題して講演。その後、再認定・変更を含め51名の方に
農業経営改善計画認定証が交付されました。
市長の「５年後の目標達

成に向けご研鑽をお願いし
ます」の言葉に、認定者を
代表し東藤恵子さん（朝地
町）が、「地域農業の担い手
として責任を痛感していま
す。農業情勢は大変厳しい
ですが、改善計画の達成に
向け最善を尽くします」と
決意表明を行いました。

地地地地地域農業の担い手としてがんばります！域域農農業業のの担担いい手手ととししててががんんばばりりまますす！！域農業の担い手としてがんばります！域農業の担い手としてがんばります！
認定農業者研修会で認定証交付認認定定農農業業者者研研修修会会でで認認定定証証交交付付認定農業者研修会で認定証交付認定農業者研修会で認定証交付

２月20日、朝地町公民館で朝地町農
村女性連絡会主催の牛乳料理教室が開催
されました。三重町の酪農家 波津久真
理子さんの指導で、『ミルクごはん』『鶏
のブロッコリーソース』『里いもミルクス
ープ』『牛乳モチ』の４品を料理し、会場
には甘い香りが漂いました。
今回、牛乳は「飲む」だけでなく、料

理に使うことにより栄養価の高いバラン
スのとれた食品となることが改めてわか
りました。

牛牛牛牛牛乳を使った料理に舌鼓乳乳をを使使っったた料料理理にに舌舌鼓鼓乳を使った料理に舌鼓乳を使った料理に舌鼓

いいいいい
つ
ま
で
も

つつ
まま
でで
もも

つ
ま
で
も

つ
ま
で
も

イ
キ
イ
キ
と
現
役
で

イイ
キキ
イイ
キキ
とと
現現
役役
でで

イ
キ
イ
キ
と
現
役
で

イ
キ
イ
キ
と
現
役
で

２
月
19
日
、
エ

イ
ト
ピ
ア
お
お
の

で
高
齢
者
の
健
康

と
憩
い
を
支
援
す

る
豊
肥
地
区
高
齢

者
大
学
「
イ
キ
イ
キ
げ
ん
え
き
大
学

イ
ン
大
野
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
大
分
県
食
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

の
金
丸
弘
美
さ
ん
の
講
演
の
後
に
、

市
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
の
活
動

や
、
緒
方
町
老
人
ク
ラ
ブ
女
性
部
の

小
学
生
と
の
交
流
会
な
ど
の
取
り
組

み
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
民

謡
や
舞
踊
な
ど
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

も
あ
り
、
会
場
を
う
め
尽
く
し
た
老

人
ク
ラ
ブ
会
員
約
３
０
０
名
は
充
実

し
た
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

自自自自自
然
に
親
し
ん
で

然然
にに
親親
しし
んん
でで

然
に
親
し
ん
で

然
に
親
し
ん
で

〜
里
山
体
験
〜

〜〜
里里
山山
体体
験験
〜〜

〜
里
山
体
験
〜

〜
里
山
体
験
〜

２
月
21
・
22
日
に
三
重
第
１
小
学
校

３
年
生
、
25
日
に
は
三
重
東
小
学
校
４

年
生
が
三
重
町
松
尾
の
あ
か
い
屋
根
の

郷
で
里
山
体
験
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
活
動
は
、
南
小
学
校
跡
地
利
用

推
進
協
議
会
会
長
で
あ
る
首
藤
建
平
さ

ん
の
「
子
ど
も
た
ち
に
里
山
の
自
然
と

人
間
と
の
切
っ
て
も
切
れ
な
い
関
わ
り

を
学
ん
で
も
ら
い
た
い
」
と
い
う
呼
び

か
け
に
２
校
が
参
加
し
た
も
の
。
子
ど

も
た
ち
は
、
普
段
体
験
す
る
こ
と
の
で

き
な
い
し
い
た
け
の
駒
打
ち
や
炭
焼
き

な
ど
に
熱
心
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

万万万万万
が
一
の
場
合
に
備
え
て

がが
一一
のの
場場
合合
にに
備備
ええ
てて

が
一
の
場
合
に
備
え
て

が
一
の
場
合
に
備
え
て

Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習

ＡＡ
ＥＥ
ＤＤ
講講
習習

Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習

Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習

緒
方
町
の
道
の
駅
「
原
尻
の
滝
」
に

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
が

設
置
さ
れ
ま
し
た
。
３
月
１
日
に
は
公

立
お
が
た
総
合
病
院
の
佐
藤
俊
秀
医
師

に
よ
り
、
道
の
駅
職
員
を
対
象
に
、
設

置
の
重
要
性
と
緊
急
時
の
使
用
方
法
に

つ
い
て
講
習
会
が
あ
り
、
実
技
指
導
も

行
わ
れ
ま
し
た
。
チ
ュ
―
リ
ッ
プ
フ
ェ

ス
タ
を
は
じ
め
、
年
間
50
万
人
も
の
方

が
訪
れ
る
道
の
駅
。
い
ざ
と
い
う
時
の

活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

熱
心
に
学
習
す
る
会
場
い
っ
ぱ
い
の
参
加
者

▲

力強く決意表明をする東藤恵子さん　

▲

▲練習用器材を使っての実技指導

最
後
に
試
食
を
行
い
、
牛
乳
料
理
に
大
満
足

▲

竹
の
中
で
炊
く
竹
ご
飯
。
う
ま
く
で
き
た
か
な
？

▲
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地地地地地域の安全はみんなで守りましょう域域のの安安全全ははみみんんななでで守守りりままししょょうう域の安全はみんなで守りましょう域の安全はみんなで守りましょう
３月５日、豊後大野市内全域で市安全安心パトロール
連合隊の合同パトロールが行われました。これは、市内
の皆さんに自主防犯パトロール隊の存在を知ってもら
い、犯罪を撲滅することを目的に行われ、現在市内に組
織されている28の自主防犯パトロール隊の代表者が参
加。防犯パトロール車など車両10台で市内全域を回り、
各地で啓発チラシやグッズなども配布しました。

男男男男男性料理教室 100回記念！！性性料料理理教教室室 110000回回記記念念！！！！性料理教室 100回記念！！性料理教室 100回記念！！

３月４日、千歳町の「男性料理教室」が100回目の開
催にあたり記念行事を行いました。この教室は昭和63
年にボランティアグループである「千歳村助け合いの会」
が、男性の自立と交流などを目的に開講したもの。エ
プロン姿の男性会員は、助け合いの会のサポートを受
け次々と料理し、みんなで会食を楽しみました。
開講当初から参加の宇津宮清さん（82歳）は「つれあ

いが病気の時に、この会で学んだ成果が出せました」と
話していました。

▲会員同士のふれあいが楽しみの１つです
各
自
主
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
の
の
ぼ
り
を
載
せ
た

車
も
パ
レ
ー
ド
に
参
加

▲

町町町町町の活性化に貢献したい‐犬飼風屋台‐のの活活性性化化にに貢貢献献ししたたいい‐‐犬犬飼飼風風屋屋台台‐‐の活性化に貢献したい‐犬飼風屋台‐の活性化に貢献したい‐犬飼風屋台‐
１月11日から犬飼町の郵便局前で、町商工会青年部

が飲食店の少ない犬飼町に、気軽に立ち寄れてふれあ
える場をつくろうと、犬飼風屋台「ここほれ犬犬（わん
わん）」を始めました。部員は、博多の屋台で研修を積
み、ラーメンのチャーシューや野菜などの材料は地元
産品を使用しています。毎週金・土曜日の夜に開店し、
カウンター10席は常に満席状態。橋本忠典部長は「地
域の方々の協力に感謝しながら、街中の活気を少しで
も取り戻したいです」と話しています。

地地地地地域の資源を活かした域域のの資資源源をを活活かかししたた域の資源を活かした域の資源を活かした
元気まなちづくりに向けて元元気気ままななちちづづくくりりにに向向けけてて元気まなちづくりに向けて元気まなちづくりに向けて

３月３日、三重町内で豊後大野市「元気づくり・まち
づくり」シンポジウムが開催されました。これは、市の
中心部の秩序ある発展と、空洞化が進む周辺部対策の
ため、平成18年に施行された改正中心市街地活性化法
の理念や、住民参加型のまちづくりの必要性などを学
ぶために行われたものです。
シンポジウムを通じて、今後の計画やまちづくりは、

周辺部を含め地域が連携して、地域資源や地域の特徴
を活かしながら進めていくことなどが確認されました。

カ
ウ
ン
タ
ー
越
し
に
楽
し
い
話
が

飛
び
交
い
ま
す

▲「まちの暮らしを楽しみ、誇りとし、人に自慢できるまちにしよう」との提言も

おおおおお
ら
が
村
は

らら
がが
村村
はは

ら
が
村
は

ら
が
村
は

お
ら
た
ち
で
守
る

おお
らら
たた
ちち
でで
守守
るる

お
ら
た
ち
で
守
る

お
ら
た
ち
で
守
る

３
月
９
日
、
大
野
町
南
部
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
、
南
部
地
区
防

災
地
域
づ
く
り
事
業
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
に
日
頃
か
ら

備
え
る
た
め
、
各
自
治
会
の
代
表
者

７
名
が
地
区
推
進
委
員
と
し
て
県
の

研
修
を
３
回
受
講
。
推
進
委
員
を
中

心
に
南
部
地
区
に
お
い
て
災
害
時
の

要
援
護
者
対
策
や
防
災
マ
ッ
プ
を
使

っ
た
災
害
時
図
上
訓
練
な
ど
を
行
い
、

今
回
は
救
命
講
習
、
炊
き
出
し
訓
練

な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

南
部
地
区
活
性
化
委
員
会
長
の
佐

東
源
三
さ
ん
は
「
研
修
の
成
果
を
各

自
治
会
に
持
ち
帰

っ
て
、
万
が
一
の

場
合
の
被
害
を
最

小
限
に
と
ど
め
た

い
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

▲

地
区
推
進
委
員
は
消
火
訓
練
も
行
い
ま
し
た

▲
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第第第第第３回犬飼３B体操大会３３回回犬犬飼飼３３BB体体操操大大会会３回犬飼３B体操大会３回犬飼３B体操大会
３月２日、犬飼公民館で上記大会が開催されました。

大会では、小学生と保護者、そしてシニアの方々の３
世代で和気あいあい
と音楽にあわせて楽
しく体を動かし、心
身ともにリフレッシ
ュすることができま
した。

多多多多多目的広場で交流を！！目目的的広広場場でで交交流流をを！！！！目的広場で交流を！！目的広場で交流を！！
千歳町柴山の千歳農村公園（大野川沿い）横に千歳町

多目的広場が完成。これで、既存の千歳農村公園芝生
広場と計２面を使ってグラウンドゴルフを楽しめるこ
とになり、３月９日に早速、千歳町と三重町のグラウ
ンドゴルフ愛好家150名による完成記念大会が開催さ
れました。今後もス
ポーツやイベントな
どに利用され、市民
のすばらしい交流が
広がることが期待さ
れています。

腕
を
振
っ
て

歩
き
ま
し
ょ
う
！

▲

▲完成した千歳町多目的広場で初打ち

スススススポーツ少年団交流ドッチビー大会ポポーーツツ少少年年団団交交流流ドドッッチチビビーー大大会会ポーツ少年団交流ドッチビー大会ポーツ少年団交流ドッチビー大会
市内スポーツ少年団

交流事業の上記大会が
２月17日に大原総合体
育館で開催されました。
16チーム、207名が
参加し、交流と親睦を
深めました。結果は次
のとおり。

優　勝：スーパードッチビー（犬飼野球）
準優勝：エンジョイドッチビー（犬飼野球）
３　位：三重レッドソックスＡ・三重ウィンズＪｒ

清清清清清川町ウォーキング大会川川町町ウウォォーーキキンンググ大大会会川町ウォーキング大会川町ウォーキング大会
２月17日、竹田ウォーキング協会の方を講師に、正し
いウォーキングの仕方について講習を受け、その後町内
5.2kmのウォーキングを楽しみました。

地地地地地域対抗グラウンドゴルフ大会域域対対抗抗ググララウウンンドドゴゴルルフフ大大会会域対抗グラウンドゴルフ大会域対抗グラウンドゴルフ大会
２月24日、犬飼グラウンドで上記大会が小雪の舞う

中開催され、各自治区から75名が参加しました。
初めての人もホールインワンが出るなど楽しくプレ

ーすることができ、地域間の交流も図られました。

【団体賞】
優　勝：小福手
準優勝：宇津尾木
３　位：栗ヶ畑

【個人賞】
優　勝：布施野アイ子
準優勝：後藤隆弘
３　位：渋谷多賀子

第第第第第３回豊後大野市千歳町いきいきスポーツ祭３３回回豊豊後後大大野野市市千千歳歳町町いいききいいききススポポーーツツ祭祭３回豊後大野市千歳町いきいきスポーツ祭３回豊後大野市千歳町いきいきスポーツ祭
２月27日、千歳中学校体育館で上記スポーツ祭が開

催され、町内老人クラブ会員と高齢者学級生の編成に
よる230人、29チームが参加し熱戦を繰り広げました。
結果は次のとおり。
優　勝：田原園Ｂ、
準優勝：横尾２老人クラブ
３　位：石田Ａ
ストライク賞：甲斐政男

国枝富子

第第第第第３回犬飼町スポーツ講演会３３回回犬犬飼飼町町ススポポーーツツ講講演演会会３回犬飼町スポーツ講演会３回犬飼町スポーツ講演会
２月13日、上記講演会が犬飼公民館で開催され154名
が参加しました。
講師は、昨年夏に高校野球で県勢６年ぶりの初戦突破
と８強進出で多くの県民に感動を与えてくれた、楊志館
高等学校教諭で野球部監督の宮地弘明さんで、「めざせ
頂点！甲子園への道の
り」と題し、今日まで
の野球人生と生徒への
指導のあり方、そして
甲子園での思い出など
を語っていただきまし

第第第第第30回三重町民ゲートボール大会3300回回三三重重町町民民ゲゲーートトボボーールル大大会会30回三重町民ゲートボール大会30回三重町民ゲートボール大会
上記大会が３月６日（木）に三重町西ノ宮公園で開催

され、20チームが参加しました。快晴のもと、笑い声
あり、ため息あり、和やかな雰囲気の中、熱戦が繰り
広げられました。
結果は次のとおり。
優　勝：深　野
準優勝：上赤一区
３　位：川　辺

三重原

ストライクとなるか？▲　

▲優勝したスーパードッチビーの皆さん

体験を通しての話を皆さん熱心に聴いていました▲

優勝の深野チーム▲▲ボールの行方が心配！

▲腕をもっと上げて！
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受けて安心！ガン検診
平成20年度の豊後大野市ガン検診は市内会場で実施する「巡回集団健診」と「施設健診」（公立おがた総合病院人間
ドック、厚生連健康管理センター）の２種類です。これらの健診は、重複して受けると市からの助成がなく全額自己
負担で受けていただくようになりますので、ご希望の健診を選んで受診してください。

◆ガン検診、その他の検診・検査について

◆ガン検診、その他の検診・検査について
該当する検診項目には、集団健診と同額の助成をします。自己負担額は健診機関（健診コース）により変わります。
●対象者・助成検診項目／アの集団健診と同じ
●場　　所／公立おがた総合病院人間ドック、厚生連健康管理センター（別府市） ◎送迎があります
●申込方法／直接健診機関に電話などで申し込みください。

公立おがた総合病院人間ドック　d0974－42－4125 ・ 豊後大野市内ＪＡ各支店窓口

ア.  市内会場（巡回集団健診）

イ.  施設健診（公立おがた総合病院人間ドック・厚生連健康管理センター）

検 診 項 目
結核（肺ガン）検診
胃 ガ ン 検 診

子 宮 ガ ン 検 診

乳 ガ ン 検 診
（マンモグラフティー）

大 腸 ガ ン 検 診

前立腺ガン検診

骨 密 度 検 査

助成金額
1,240円
3,640円
3,130円
無

3,452円
無

1,420円
1,600円
無

1,200円
無

自己負担額
300円
900円
700円

3,930円
800円

4,252円
400円
400円

2,000円
300円

1,500円

○検診実施日はチラシにてお知らせします

○子宮ガン・乳ガン・前立腺ガン・骨密度検査につ
いては市からの助成は２年に１回です。20年度は
偶数年齢（平成21年４月１日時点の年齢を基準日）
の方が助成対象になります。

※18・19年度健診を受診された方には健診前に健
診キットをお届けします。新規で希望される方は、
健康福祉課または支所の市民課までお申込くださ
い。健診キットをお届けします（健診会場に直接お
越しいただいても受診できます）。

＜基本的な健康診査（計測・血液検査・生活機能評価など）について＞
20年度より「特定健診・保健指導」が始まります。年齢や加入されている医療保険別に受診方

法・自己負担額が異なりますので、自治委員文書を通じて配布しましたパンフレットをご覧くださ
い。受診の際、40歳以上の方については「医療保険証」と保険者が発行する「受診券」が必ず必要に
なります。
※保険者とは…国民健康保険・政府管掌・組合健保・共済・後期高齢者医療広域連合（75歳になると加入）など

栄養の基本や生活習慣病予防など、「食生活」に関する講習会を５月より毎月１回（年11回）開催します。

◇対象者 年間を通して参加できる方で、本講習会受講後、豊後大野市食生活改善推進協議会に
入会をして、食生活に関するボランティア活動をしていただける方

◇募集数 30名
◇日　時 初回５月20日（火）の予定。以後、平成21年３月まで毎月１回開催。
◇場　所 豊後大野市中央公民館
◇内　容 学習・調理実習（テーマに沿った内容）・グループワークなど
◇受講料 無料（調理実習の時は材料代を徴収します）
◇申込期限 ４月18日（金）まで　◎栄養士または保健師まで

※申し込みは、ご本人でお願いします。

20年度健康診査のお知らせ ～定期的に健診を受け、
健康管理に活かしましょう～20年度健康診査のお知らせ ～定期的に健診を受け、
健康管理に活かしましょう～

対　象　者
40歳以上
40歳以上

20歳以上

40歳代

40歳以上

56歳以上

18歳以上

偶数年齢
奇数年齢
偶数年齢
奇数年齢

偶数年齢
奇数年齢
偶数年齢
奇数年齢
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健康福祉課 健康増進班 d0974－22－1001(内2122)
支所 市民課 健康福祉班
清川支所 d0974ー35ー2111（内3362） 大野支所 d0974ー34ー2301（内4516）
緒方すこやかセンターd0974ー42ー3800（内3862） 千歳支所 d0974ー37ー2111（内5065）
朝地支所 d0974ー72ー1111（内4063） 犬飼支所 d097ー578ー1111（内5521）

＊＊＊＊妊婦さんの健康管理を支援します！＊＊＊＊
妊娠届け出時に、母子健康手帳と一緒に窓口で交付しています

「妊婦健康診査受診票」の交付枚数が２枚から５枚に増えました。
◆交付対象者 平成20年４月１日以降に妊娠届けをされた方
◆健 診 内 容 受診票に記載されている検査項目について無料で

健診が受けられます。
◆利用できる医療機関 大分県内の委託医療機関
※但し、４月１日以降の県外医療機関受診分については後日申
請（受診の翌日から１年以内）により助成対象となります。

●乳児一般健康診査受診票（交付枚数は従来どおり）
県外受診分については、妊婦受診票と同様の扱いとなります。

■妊婦健康診査の助成拡大について

〔持ってくるもの〕・母子健康手帳・送付された問診票など （お願い）都合で受診できないときは、支所の保健師に連絡ください。
次回の健診をご案内します。

実　施　日

８日(火)､24日(木)
８日(火)
17日(木)
25日(金)
毎週月曜日

時　間

11時～12時
10時～12時
10時～12時
10時～12時
14時～16時

事　業　名

子育て相談
おしゃべり広場
子育て広場
育児相談
子育て休憩室

会　　　場

三重ふれあい児童館
犬飼子育て支援センター
千歳保健センター
朝地母子健康センター
大野保健センター

お子さんの成長やかかわり方、ちょっとした子育てに関する疑問などなんでもご相談ください。

健診内容

１歳６か月児健診

３歳６か月児健診

日　　　時

４月11日(金)
受付13時～

４月25日(金)
受付13時～

対　象　児

三重町、千歳町、犬飼町の
平成18年８月１日～９月15日生まれの幼児

三重町、千歳町、犬飼町の
平成16年９月１日～10月15日生まれの幼児

三重農村環境改善
センター

会　　　場

■乳幼児健診のお知らせ お子さんの成長を知る大切な時期での健診ですので、ぜひ受診しましょう!!

■すくすくひろば
（育児学級）のお知らせ

※母子健康手帳をお持ちください

ポ
リ
オ

13時30分～
14時15分

４月10日（木）
４月14日（月）
４月15日（火）
４月21日（月）
４月22日（火）

エイトピアおおの
緒方すこやかセンター
千歳保健センター
大野保健センター
エイトピアおおの

■ポリオ予防接種のお知らせ
生後３～90月未満のお子さんを対象に下記の日程で行います。

■ふたごの会
ふたごを妊娠中・または

ふたごの子どもさんをもつ

家族を対象とした会を開催

しています。

日　時：毎週水曜日　10時～12時

場　所：市内の子育て支援センターで

各週持ち回り

第１週／緒方・第２週／清川

第３週／犬飼・第４週／大野　

内　容：おしゃべり会・ボランティア

による絵本の読み聞かせなど

◎その他各地域では、育児サークルなど定期的に開催しています。お問い合わせください。

豊後大野市では、身近な地域に住む親子を見守り、声かけをしてくれる親子サポーターを
平成19年度より養成しています。母子保健に必要な知識や技術を身につけていただくために、
６回の講習を受けていただき、受講後は地域で愛育班員として活動できる方を募集します。
申し込みは、４月末日までに支所または本庁の保健師にお申し込みください。

平成20年度平平成成2200年年度度平成20年度平成20年度親子サポーター養成講習会受講者募集親親子子ササポポーータターー養養成成講講習習会会受受講講者者募募集集親子サポーター養成講習会受講者募集親子サポーター養成講習会受講者募集

日　時：４月16日（水）
受付９時30分～９時50分

場　所：豊後大野市中央公民館

内　容：ベビーマッサージ

対象児：６～７か月の赤ちゃんと

その保護者

※準備の都合上、

１週間前までに

電話予約をお願いします。
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国民年金保険料変更のお知らせ

平成20年４月からの国民年金保険料は月額14,410円とな
りました。
納め忘れがあると、将来受ける年金が少なくなったり、年

金を受けられなかったりする場合があります。国民年金保険
料は必ず期限内に納めましょう。
国民年金保険料の納付につきましては、便利な口座振替や

お得な前納制度もありますので、是非ご利用ください。

平成20年度（平成20年４月～平成21年３月）
学生納付特例制度の申請を受け付けます

在学期間中の国民年金保険料納付が猶予される「学生納付
特例制度」を利用するには申請が必要です。平成20年３月
まで承認を受けている方で、４月以降も引き続き学生の場合
は再度申請が必要です。
利用される方は、住民票のある市町村役場国民年金担当窓

口で、年金手帳・印鑑・学生証または在学証明書（発行日が
平成20年４月以降のもの）を持参して手続きをしてください。
なお、お手元に平成20年度の国民年金保険料の納付書だ

けが届いている方については、昨年と同じく市役所窓口での
申請が必要ですので、国民年金担当窓口までお越しください。
◎対象者：大学（大学院）、短大、高等学校、高等専門学校、
専修学校及び各種学校などに在学している20歳以上の学生
（定時制・夜間部・通信制課程を含む。ただし、修業年限が
１年に満たない課程に在籍している方は対象となりません）。

市民生活課　国保年金班　d0974－22－1001（内線2086）
大分社会保険事務所　　　d097－552－1211

問い合わせ先

年　金　相　談　日
４月 ８日（火）大野解放会館
４月10日（木）三重町商工会
４月16日（水）竹田市総合社会福祉センター

相談時間：10時～15時

※今年度から、事前に「学生納付特例申請書（ハガキ）」が送付されている方
は、その申請書を返送することで申請ができるようになりました。

千歳公民館では２月21日に町内の乳幼児とその保護者を
対象に子育て広場を開催しました。第11回目となる今回は
生涯学習課の三宮信雄氏を講師に招き、人権学習会を行いま
した。子どもの人権や近年増加傾向にある虐待の問題につい
てわかりやすく説明していただきました。最後は読み聞かせ

の学習を通して、心打たれ
る物語に改めて子どもの愛
おしさや尊さを実感し、す
べての子どもたちの人権も
しっかりと守られる当たり
前の社会が訪れる事を祈る
参加者でした。

犬飼公民館の各学級で
学んだ１年間の成果を発
表する「犬飼公民館学習
発表会」が、３月９日に
開催されました。その中
で、積極的に学習に取り
組み精励の模範となる80歳以上の学級生を実行委員長より
表彰しました。表彰されたのは次の皆さんです（敬称略）。
益田テル（94）／佐竹重秋（91）／水澤文次郎（90）／藤原セ
ツ子（89）／武藤　弘（88）／岡本求仁丸（88）／甲斐常男
（86）／山村昭義（85）／穴見治子（85）／岡本昭子（81）／
板井章子（81）／後藤富美（80）／阿南芳美（80）

県立生涯教育センターでは、平成20年度の「おおいた県民
アカデミア大学」の受講生を募集します。「おおいた県民アカ
デミア大学」は、県民の方々に多様な学習機会を提供し、生き
がいの創出や、地域への学習成果還元をめざす事業です。
提供する学習内容
○【ふるさと学講座】ふるさと大分の自然・文化・産業を学ん
だり、地域の現代的課題を考察します。

・おおいたの自然、歴史と文化、産業・資源、動植物、国際
理解について学ぶ地域学分野（５コース）

・県民のくらしを向上させるために現代的課題について学ぶ
現代学分野（５コース、市町村開催）

○【インターネット講座】インターネットを利用して自宅で学
習できます（５コース、パスワードが必要）。

○【地域講師企画講座】市町村で活動している地域講師が講座
を運営します（12コース、市町村開催）。

○【地域人材育成講座】地域での学習成果還元や地域づくりの
ヒントを学びます（６コース、市町村開催）。
受講生募集期間 ４月22日（火）～５月31日（土）
※なお、開講期間は平成20年７月～21年１月です

問い合わせ先 「おおいた県民アカデミア大学」事務局
（県立生涯教育センター内）

〒874-0903 別府市野口原3030－１d0977-22-7763  FAX.0977-56-4564

▲子どもの人権について学習しました

▲発表会が盛大に行われました

▲
▲

▲
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中央図書館・緒方図書館では、幼児から小学生を対象と
した「おはなし会」を定期的に開催いたします。本に小さい
頃から親しむことがとても大切だといわれています。図書

館では、１人でも多くの子
どもたちが、【おはなし】の
楽しさをたっぷりと味わ
い、心豊かに育ってくれる
ことを願って、【おはなし会】
を開催しています！お気軽
にご参加ください。

●中央図書館（登録制）※５月から開催いたします

※申し込みが必要です（電話での受付可）。

●緒方図書館（フリー）※４月から開催いたします

※申し込みは不要です
※４月は５日（花まつり）と21日に開催

松風の人････････････････････････････････津本　　陽　　

紅雲町ものがたり････････････････････････吉永　南央　　

TOKAGE ･･･････････････････････････････今野　　敏

相　棒･･････････････････････････････････五十嵐貴久

イジ女･･････････････････････････････････春口　裕子

Wish ･･････････････････････････････････小手鞠るい

幽霊法廷････････････････････････････････赤川　次郎

たすけ鍼････････････････････････････････山本　一力

奇談蒐集家･･････････････････････････････太田　忠司

萌神分魂譜･･････････････････････････････笙野　頼子

５年３組リョウタ組･･････････････････････石田　衣良

わが孫育て･･････････････････････････････佐藤　愛子

「箱根駅伝」不可能に挑んだ男たち

手にとるように地球温暖化がわかる本

これであなたも車いす介助のプロに！

刺身の料理と盛りつけ

真珠湾攻撃総隊長の回想 渕田美津雄自叙伝
講談社　 289.1

真珠湾、ミッドウェー、広島・
長崎を目撃し、ミズーリ号の降伏
調印式に立ち会った男は、戦後な
ぜキリスト教に回心したのか？歴
史の真実と個人の煩悩とを正直に
明かした異色の回想記。

新刊案内（中央図書館）

４月23日から５月12日は「子どもの読書週間」です。
これは、国民の間に広く子どもの読書活動についての
関心と理解を深めるとともに、子どもが積極的に読書
活動を行う意欲を高めるために設け
られたものです。
この期間にたくさんのジャンルの

本に触れてみてはいかがでしょう
か？図書館では、楽しい行事を計画
してお待ちしております。

中央図書館に、この程「拡大読書器」が設置されまし
た。印刷物を大きく映し出す機器を「拡大読書器」とい
います。
弱視や高齢者の方が

小さな文字の文庫本な
どの印刷物を読むため
の手助けとなる器械で
す。どなたでも利用で
きますので、職員へお
問い合わせください。

申し込み期限：４月25日（金）まで

クラス名 日　　時 対　　　象

クラス名 日　　時 対　　　象

おはなしのへや
（ちゅうりっぷ組）

第１・３水曜日
10時30分～

２歳児（２～３歳）
平成17年４月２日生～
平成18年４月１日生

おはなしのへや
（ひまわり組）

第２・４水曜日
10時30分～

３・４歳児（３～５歳）
平成15年４月２日生～
平成17年４月１日生

おはなしのへや 第１・３土曜日
10時～ 幼児～小学生

子どもの読書週間

拡大読書器をご利用ください



「江藤久美展 ～nostalgia～」
日田市在住で県美術協会、新興美術院会員の江藤久美さんによる日本画

の展覧会。大胆で強い色調と繊細な線描を組み合わせて、無垢な少年や少
女を描いた作品で、どこかなつかしいノスタルジックな雰囲気を感じさせ
ます。大作から小品まで作品約60点を展示します。ぜひご鑑賞ください。
※会期中ご来場の方に、抽選で江藤久美オリジナル陶のオブジェプレゼント
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朝倉文夫記念文化ホールの催し

と　き：４月26日（土）～５月11日（日）９時～17時
※会期中、４／28（月）・５／７（水）は休館

入館料：大人200円、小中高生100円
※身体障害者手帳・療育手帳・精神障害者保健福祉手帳の交付を受けている方とその介護者
１人は無料です(入館時に受付で手帳を提示してください）。
※エイトピア友の会会員は会員証を提示すると２割引で入場できます。

今年は注目のイベント盛りだくさん、ドキドキ・わくわく
お楽しみいただけるラインナップをただいま準備中です。

どうぞご期待ください。

エイトピアおおのでは、公演の運営や広報活動をお
手伝いいただくボランティアスタッフを募集していま
す。10周年を記念する数々のラインナップを、より
多くの方に知っていただき、楽しんでいただくために、
あなたのご参加をお待ちしています。

【ホールサポーター】当館主催の際のチケットのもぎ
り、プログラム配布、会場案内、音響・照明の補助、
舞台大道具などの搬入搬出など

【広報宣伝サポーター】公演のポスター・チラシ配布な
どの広報活動（ご自身の時間や活動範囲にあわせて）

●対象は18歳以上で性別は問いません。
ご希望の方は、下記までお問い合わせください。

【問い合わせ】エイトピアおおの d0974－22－8000

エイトピアおおの
ボランティアスタッフ募集【 】６月 ５日（木） ミュージカルパフォーマンス「スクラップ」

※市内小学生鑑賞事業

６月29日（日） 米村でんじろうサイエンスショー

７月16日（水） 劇団　 ダンダンブエノ七味公演「ハイ！ミラクルズ」

７月19日（土） 第５回絵本原画展
～８月３日（日） 「もったいないばあさん：真珠まりこ」

９月 ７日（日） 第７回ほのぼのおおのラブライブ

10月21日（火） 綾小路きみまろ35周年記念!!爆笑スーパーライブ

11月 ３日（月･祝） あかいやねミュージックフェスタ vol.4

11月23日（日） 宝くじ文化公演　
おすぎと京フィル「おしゃべりシネマ館」

12月 ７日（日） 假屋崎省吾フラワーデモンストレーション＆トークシヨー

２月 ８日（日） 神楽・合唱・朗読による市民参加型ステージ
「神楽オペラ（仮）」

エイトピアおおの友の会　会員随時募集中（年会費新規2,000円）エイトピアおおの友の会　会員随時募集中（年会費新規2,000円）
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小
富
士
山
（
緒
方
町
）
の
南
西
２
５
０
メ

ー
ト
ル
に
あ
る
山
に
は
、
岡
藩
主
中
川
修

理
大
夫
太
室
公
（
八
代
藩
主
中
川
久
貞
）

の
墓
が
あ
り
、
平
成
９
年
９
月
２
日
に
国

の
史
跡
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
墓
の
形
式

は
、
久
貞
公
が
儒
教
を
信
奉
し
て
い
た
た

め
、
儒
式
墓
と
な
っ
て
い
ま
す
。
久
貞
公

は
、
松
平
家
の
次
男
と
し
て
享
保
９
年

（
１
７
２
４
）、
三
河
国
吉
田
城（
現
愛
知
県
）

に
生
ま
れ
ま
す
。
寛
保
３
年
（
１
７
４
３
）

に
岡
藩
に
迎
え
ら
れ
ま
す
が
、
藩
の
財
政

状
況
は
悪
く
、
宝
暦
３
年
（
１
７
５
３
）
の

凶
作
で
財
政
状
況
は
さ
ら
に
悪
化
し
ま
し

た
。
緒
方
郷
で
は
窮
状
に
耐
え
か
ね
た
農

民
に
よ
る
強
訴
が
行
わ
れ
、
首
謀
者
原
尻

奥
之
丞
が
処
刑
さ
れ
る
事
件
が
起
こ
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
後
、
井
上
並
古
を
起
用
し

て
「
安
永
七
年
之
御
掟
書
」
を
発
布
し
、
藩

経
済
の
立
て
直
し
と
農
民
救
済
政
策
を
行

い
ま
し
た
。「
助
合
米
制
」「
産
着
料
貸
与
」

な
ど
の
福
祉
政
策
は
、
農
民
も
一
応
心
服

す
る
と
い
う
成
果
を
あ
げ
ま
し
た
。
ま
た
、

「
由
学
館
」「
経
武
館
」
な
ど
の
藩
校
を
設
置

し
、
学
芸
武
芸
に
も
力
を
入
れ
、
藩
の
再

建
を
図
り
ま
し
た
。
寛
政
２
年（
１
７
９
０
）

５
月
、
享
年
67
で
そ
の
生
涯
を
閉
じ
ま
す
。

法
号
は
諦
考
院
殿
嵩
法
観
大
居
士
で
、
遺

命
に
よ
り
小
富
士
山
に
埋
葬
さ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
は
、
地
元
の
方
々
に
よ
り
手
入
れ

が
行
き
届
き
、
桜
も
多
く
植
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
四
方
遮
る
も
の
が
な
く
、
雄
大
な

祖
母
・
傾
、
久
住
、
阿
蘇
な
ど
の
山
々
が

眺
望
で
き
ま
す
。
桜
の
季
節
に
は
、
お
花

見
を
楽
し
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

国
指
定
史
跡
　
岡
藩
主
中
川
家
墓
所

今月は、教育委員会から子どもたちのインターネットや携帯電話の

利用についてのお願いです。

ふ
る
さ
と
の
歴
史
や
地
域
の
文
化
財
に
関

す
る
ご
意
見
・
お
問
い
合
わ
せ
は
、
生
涯

学
習
課
文
化
財
班
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

生
涯
学
習
課
文
化
財
班

D
０
９
７
４
ー
４
２
ー
４
１
４
１

■
豊
後
大
野
市
歴
史
民
俗
資
料
館

■
千
歳
ふ
る
さ
と
資
料
館

◆情報モラルの必要性
『情報モラル』は造語であり、明確な定義はありませんが、
文部科学省の文章から引用すると次のとおりです。
【情報モラル･･･情報社会において、適正な活動を行うための
基になる考え方と態度】
現在、インターネット利用者の低年齢化が進み、まだ社会

性が十分に伴っていない子どもたちがインターネットを通じ
て犯罪やトラブルに巻き込まれるケースや、携帯電話を利用
した『いじめ』が、全国的に問題となっています。
相手の顔が見えず、複雑な人間関係を要求されないインタ

ーネットの世界だからこそ、個人の社会性やモラルが必要で
すし、情報に対しての制限がないからこそ正しい情報を見極
める力、著作権やプライバシーの問題など法への理解が要求
されるのです。

県内の学校で使用しているネッ
トワークは、フィルタリング機能
がつけられており、学校では有害
なアダルトサイトや掲示板などへ
のアクセスは一切できません。し
かし、こういった『危険だから使わ
せない』というだけの対応では、子
どもたちを守ることはできなくな
りました。それが、携帯電話や家
庭でのインターネットの普及です。

◆家庭でのルール
今の大人にとってパソコンや

インターネットは新しい環境で
すが、現在の子どもたちにとっ
ては、日常環境として認識され
ています。「子どもの方が詳しい
から…」と言って、自由に使わせ
るのではなく、まずは家庭内で
きちんと使用上のルールを決めることが大切です。
世界中でインターネット機能付きの携帯電話を子どもに持

たせているのは、日本だけと言われています。アメリカの家
庭では、子どもに使わせているのはパソコンだけで、最初は
フィルタリングソフトをかけ、ルールや判断能力を身に付け
てから徐々にフィルタリングを外すようにしているそうです。
子どもたちにインターネットを利用させる際は保護者の目

の届く範囲にする、家族で携帯電話を一か所に集めておき自
分の部屋へ持っていかないようにするなどのルールを決める
事が、子どもたちを犯罪から守るひとつの手段なのです。
学校でも少しずつ、『情報モラル教育』への取り組みが始ま

っています。しかし、子どもたちの携帯電話の使用について
は、それを与えた保護者に責任があります。
今一度、家族で使用方法などを話し合ってみませんか？
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固
定
資
産
の
価
格
等
の
縦
覧
・
閲
覧

軽
自
動
車
税
の
減
免
に
つ
い
て

シ
ル
バ
ー
作
品
展
の
作
品
募
集

に
つ
い
て

日
本
赤
十
字
社
か
ら
の
お
知
ら
せ

品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
が

変
わ
り
ま
す

特
定
計
量
器
の
定
期
検
査
を

実
施
し
ま
す

平
成
20
年
度
の
固
定
資
産
価
格
等
の

縦
覧
を
次
の
よ
う
に
行
い
ま
す
。

●
土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

【
期
　
間
】４
月
１
日（
火
）〜

４
月
30
日（
水
）

８
時
30
分
〜
17
時

※
土
・
日
・
祝
日
は
除
く

【
場
　
所
】税
務
課（
本
庁
第
２
庁
舎
１
階
）

各
支
所
総
務
課（
税
務
担
当
）

【
縦
覧
で
き
る
方
】

固
定
資
産
税
の
納
税
者（
同
居
の
親
族
を

含
む
）ま
た
は
代
理
の
方（
委
任
状
が
必
要
）

【
そ
の
他
】

縦
覧
は
無
料
で
す
が
、
印
鑑
、
本
人

確
認
で
き
る
も
の（
運
転
免
許
証
、
健

康
保
険
証
、
納
税
通
知
書
等
）を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。
法
人
に
つ
い
て
は
、
会

社
印
の
押
印
が
必
要
で
す
。

●
固
定
資
産
税
課
税
台
帳
の
閲
覧

縦
覧
期
間
中
に
限
り
、
固
定
資
産
税

課
税
台
帳
の
閲
覧
は
無
料
で
す
。
た
だ

し
、
借
地
・
借
家
人
な
ど
の
人
は
、
賃

貸
借
契
約
書
及
び
賃
貸
借
料
の
領
収
書

な
ど
の
提
示
が
必
要
で
す
。

問
税
務
課
資
産
税
班

D
０
９
７
４
ー
２
２
ー
１
０
０
１

（
内
線
２
３
８
５
）

障
が
い
の
あ
る
方
が
所
有
す
る
軽
自

動
車
等（
身
体
に
障
が
い
の
あ
る
18
歳

未
満
の
方
ま
た
は
精
神
に
障
が
い
の
あ

る
方
の
場
合
、
同
一
生
計
者
が
所
有
す

る
軽
自
動
車
を
含
む
）は
減
免
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
減
免
は
障
が
い

者
一
人
に
つ
き
１
台
で
す
。

該
当
す
る
障
が
い
の
程
度
に
つ
い
て

は
、
範
囲
が
あ
り
ま
す
の
で
事
前
に
申

請
窓
口
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】

・
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神
障

害
者
保
健
福
祉
手
帳
、

戦
傷
病
者

手
帳
の
い
ず
れ
か

・
対
象
と
な
る
軽
自
動
車
等
を
運
転
す

る
方
の
免
許
証

・
自
動
車
検
査
証（
１
２
５
cc
以
下
の

原
付
自
転
車
は
必
要
な
し
）

【
申
請
受
付
期
間
】

５
月
１
日（
木
）〜
27
日（
火
）

【
申
請
受
付
窓
口
】

税
務
課
及
び
各
支
所
の
税
務
係

問
税
務
課
民
税
班
軽
自
動
車
税
係

D
０
９
７
４
ー
２
２
ー
１
０
０
１

（
内
線
２
３
８
３
）

第
19
回
豊
の
国
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

「
シ
ル
バ
ー
作
品
展
」が
７
月
２
日
〜
７

月
６
日
に
、
大
分
市
の「
ア
ー
ト
プ
ラ

ザ
」ア
ー
ト
ホ
ー
ル
・
市
民
ギ
ャ
ラ
リ

ー
Ａ
、
Ｂ
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
多
数
の

出
展
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
部
　
門
】

日
本
画
、
洋
画
、
写
真
、
書
、
彫
刻
・

彫
塑
、
工
芸（
各
部
門
ご
と
に
出
品
規

格
が
あ
り
ま
す
）

【
テ
ー
マ
】自
由

【
資
　
格
】

市
内
に
在
住
す
る
60
歳
以
上（
昭
和

24
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
）

の
ア
マ
チ
ュ
ア
の
方

【
出
品
点
数
】

各
部
門
と
も
１
人
１
点
と
し
、
出
品

者
が
創
作
し
た
未
発
表
の
も
の

【
申
込
期
間
】

５
月
１
日（
木
）〜
31
日（
土
）

【
申
込
方
法
】

健
康
福
祉
課
ま
た
は
各
支
所
市
民
課

に
あ
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
作
品
搬
入
の
期
間
・
場
所
】

６
月
24
日（
火
）〜
25
日（
水
）

市
役
所
健
康
福
祉
課
ま
た
は
各
支
所

市
民
課
へ

問
健
康
福
祉
課

D
０
９
７
４
ー
２
２
ー
１
０
０
１

（
内
線
２
１
３
２
）

ま
た
は
各
支
所
市
民
課

日
本
赤
十
字
社
富
山
県
支
部
で
は
、

平
成
20
年
２
月
24
日
に
発
生
し
た
高

波
災
害
で
被
災
さ
れ
た
方
々
を
支
援

す
る
た
め
義
援
金
の
募
集
を
行
っ
て

い
ま
す
。

受
付
を
市
役
所
及
び
各
支
所
市
民

課
健
康
福
祉
班
で
行
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。な

お
、
日
本
赤
十
字
社
富
山
県
支

部
に
直
接
送
金
さ
れ
る
方
は
、
郵
便

振
替
口
座（
手
数
料
無
料
）を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

【
口
座
番
号
】「
０
０
７
０
０
ー
８
ー
２
８
８
２
」

【
名
義
】「
日
本
赤
十
字
社
富
山
県
支
部
」

※
通
信
欄
に「
富
山
県
高
波
災
害
義
援

金
」と
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

【
受
付
期
間
】４
月
30
日（
水
）ま
で

問
地
域
福
祉
課
地
域
福
祉
班

D
０
９
７
４
ー
２
２
ー
１
０
０
１

（
内
線
２
１
１
２
）

「
品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
」か
ら

「
水
田
経
営
所
得
安
定
対
策
」に
名
称
が

変
更
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
内
容
の
主

な
改
正
点
と
し
て
、
地
域
農
業
の
担
い

手
と
し
て「
豊
後
大
野
市
水
田
農
業
ビ

ジ
ョ
ン
」に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る『
認

定
農
業
者
や
一
定
の
条
件
を
備
え
た
集

落
営
農
組
織
等
』に
つ
い
て
は
、
市
町

村
特
認
制
度
に
よ
り
経
営
面
積
に
関
わ

ら
ず
対
策
に
加
入
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
り
ま
し
た
。

※
他
の
要
件
が
優
先
さ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
認
定
農
業
者
に
な
ろ
う
と

い
う
方
で
、
対
策
加
入
を
お
考
え
の
方

は
、
４
月
10
日（
木
）ま
で
に
ご
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
本
対
策
は
担

い
手
を
対
象
と
し
た
、
米
・
麦
・
大
豆

の
助
成
を
行
う
制
度
で
す
。

問
市
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー

D
０
９
７
４
ー
２
４
ー
０
１
０
０

商
品
な
ど
の
取
引
や
業
務
上
の
証
明

行
為
に
使
用
さ
れ
る
特
定
計
量
器（
は

か
り
）は
精
度
を
確
保
す
る
た
め
、
２

年
に
１
度
の
検
査
を
受
け
る
義
務
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
定
期
検
査
を
受
け
な
い

特
定
計
量
器
や
、
検
査
で
不
合
格
と
な

っ
た
特
定
計
量
器
を
取
引
や
証
明
に
使

用
す
る
こ
と
は
、
計
量
法
で
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。

左
記
の
日
程
で
検
査
を
実
施
し
ま
す

の
で
、
特
定
計
量
器
を
使
用
し
て
い
る

方
は
、
必
ず
受
検
し
て
く
だ
さ
い
。

【
手
数
料
】

５
０
０
円
か
ら
２,
８
０
０
円
程
度



23 市報 ぶんごおおの 2008.4

水
道
班
か
ら
の
お
知
ら
せ

国
税
専
門
官
採
用
試
験
受
験
者
募
集

就
農
準
備
研
修（
春
コ
ー
ス
）

受
講
生
の
募
集
に
つ
い
て

FAX

平
成
20
年
度
前
期
技
能
検
定
試
験

の
お
知
ら
せ

実
務
経
験
者
に
対
す
る

介
護
支
援
専
門
員
更
新
研
修

平
成
20
年
度
警
察
官
Ａ
採
用
共

同
試
験
及
び
大
分
県
警
察
官
Ａ

（
女
性
）
採
用
試
験
に
つ
い
て

無
料
相
談
会

※
特
定
計
量
器
の
種
類
に
よ
っ
て
異
な

り
ま
す

【
特
定
計
量
器
定
期
検
査
日
程
】

▼
犬
飼
町
　
４
月
17
日（
木
）

10
時
〜
12
時（
犬
飼
集
会
所
前
に
て
）

▼
千
歳
町
　
４
月
18
日（
金
）

10
時
〜
12
時（
千
歳
公
民
館
に
て
）

▼
大
野
町
　
４
月
21
日（
月
）

10
時
〜
12
時

（
大
野
保
健
セ
ン
タ
ー
あ
い
り
す
前
に
て
）

▼
朝
地
町
　
４
月
22
日（
火
）

10
時
〜
12
時

（
朝
地
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
に
て
）

▼
緒
方
町
　
４
月
23
日（
水
）

10
時
〜
12
時
、
13
時
〜
15
時

（
緒
方
支
所
に
て
）

▼
清
川
町
　
４
月
24
日（
木
）

10
時
〜
12
時（
清
川
支
所
に
て
）

▼
三
重
町
　
４
月
25
日（
金
）

10
時
〜
12
時
、
13
時
〜
15
時

（
市
役
所
本
庁
舎
車
庫
前
に
て
）

※
地
区
外
で
の
受
検
も
可
能
で
す
。

問
商
工
観
光
課

D
０
９
７
４
ー
２
４
ー
１
０
０
１

（
内
線
２
４
２
１
）

大
分
県
計
量
検
定
所

D
０
９
７
ー
５
３
２
ー
８
３
０
７

○
転
居
・
転
入
さ
れ
た
方
へ

水
道
を
使
わ
な
く
な
っ
た
、
ま
た
は

使
い
始
め
た
と
い
う
方
は
、
必
ず
上
下

水
道
課
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
連
絡

し
な
い
ま
ま
で
す
と
、
い
つ
ま
で
も
水

道
使
用
料
を
請
求
さ
れ
た
り
、
ま
と
ま

っ
た
金
額
を
請
求
す
る
こ
と
に
な
り
か

ね
ま
せ
ん
の
で
、
事
前
の
連
絡
を
お
願

い
し
ま
す
。

○
検
針
員
か
ら
の
お
願
い

毎
月
28
日
か
ら
10
日
の
間
は
水
道
メ

ー
タ
ー
の
検
針
を
行
っ
て
い
ま
す
。
作

業
の
妨
げ
と
な
り
ま
す
の
で
、
量
水
器

ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
は
、車
を
止
め
た
り
、

物
を
置
い
た
り
し
な
い
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。
特
に
犬
を
飼
っ
て
い
る
ご
家

庭
は
、
量
水
器
か
ら
離
れ
た
場
所
に
つ

な
ぐ
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
上
下
水
道
課
水
道
班

D
０
９
７
４
ー
２
２
ー
１
０
０
１

（
内
線
２
３
６
４
・
２
３
６
５
）

【
受
験
資
格
】

一
、
昭
和
54
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
62

年
４
月
１
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

（
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
）

二
、
昭
和
62
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
、
大
学
を
卒
業
さ
れ
た
方
及
び

平
成
21
年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒

業
す
る
見
込
の
方

【
試
験
の
程
度
】大
学
卒
業
程
度

【
申
込
み
の
受
付
期
間
】

４
月
１
日（
火
）か
ら
４
月
14
日（
月
）ま
で

▼
郵
送
の
場
合

４
月
14
日（
月
）の
通
信
日
付
印
有
効

（
で
き
る
限
り
配
達
記
録
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
）

▼
持
参
す
る
場
合

受
付
時
間
は
９
時
か
ら
17
時
ま
で

（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）

【
第
一
次
試
験
】６
月
15
日（
日
）

【
受
験
申
込
先
】〒
８
６
０
ー
８
６
０
３

熊
本
市
二
の
丸
１
ー
２

熊
本
国
税
局
人
事
第
二
課

問
人
事
院
九
州
事
務
局

D
０
９
２
ー
４
３
１
ー
７
７
３
３

熊
本
国
税
局
人
事
第
二
課

D
０
９
６
ー
３
５
４
ー
６
１
７
１

三
重
税
務
署

D
０
９
７
４
ー
２
２
ー
１
０
１
５

大
分
県
で
は
、
県
内
で
の
就
農
を
希
望

す
る
方
、
県
内
の
農
業
法
人
に
就
職
を
希

望
す
る
方
を
対
象
に
、
栽
培
技
術
管
理
、

経
営
管
理
知
識
の
習
得
を
支
援
す
る
た
め

「
就
農
準
備
研
修
」を
開
講
し
ま
す
。

平
成
20
年
度
は
春
・
秋
・
冬
の
３
コ
ー

ス
の
開
講
を
予
定
し
て
い
ま
す
が
、
今
回

は
春
コ
ー
ス
に
つ
い
て
、
受
講
生
を
募
集

し
ま
す
。

【
開
講
期
間
】

５
月
13
日（
火
）〜
８
月
８
日（
金
）

毎
週
月
〜
金
の
平
日
10
時
〜
16
時

【
募
集
期
間
】

４
月
１
日（
火
）〜
４
月
25
日（
金
）

【
場
　
所
】

大
分
県
農
業
大
学
校
内
研
修
ほ
場

【
品
　
目
】野
菜（
ピ
ー
マ
ン
、
ト
マ
ト
、

白
ネ
ギ
他
季
節
の
野
菜
を

予
定
）

【
定
　
員
】10
名

【
受
講
料
】６,
０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

【
申
込
先
な
ど
】

詳
細
に
つ
い
て
は
左
記
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
大
分
県
豊
肥
振
興
局

生
産
流
通
部
企
画
・
流
通
班

D
０
９
７
４
ー
６
３
ー
３
１
７
７

（
内
線
３
１
３
）

０
９
７
４
ー
６
３
ー
３
５
８
５

【
受
付
期
間
】４
月
３
日（
木
）〜

４
月
16
日（
水
）

【
実
技
試
験
】６
月
９
日（
月
）〜

９
月
17
日（
水
）

【
学
科
試
験
】

７
月
27
日（
日
）、
８
月
24
日（
日
）、
８
月

31
日（
日
）、
９
月
３
日（
水
）、
９
月
７
日（
日
）

【
検
定
職
種
】57
職
種

※
詳
し
く
は
左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い

【
申
請
書
な
ど
備
付
場
所
】

県
職
業
能
力
開
発
協
会
、
市
商
工
会
な
ど

問
大
分
県
職
業
能
力
開
発
協
会

D
０
９
７
ー
５
４
２
ー
３
６
５
１

【
日
時
】平
成
20
年
７
月
〜

（
専
門
　
課
程
…
５
日
間
、
専
門
　
課

程
…
３
日
間
）

【
場
所
】大
分
県
社
会
福
祉
介
護
研
修
セ
ン
タ
ー

【
対
象
】介
護
支
援
専
門
員
番
号
の
下
４

桁
０
０
０
１
〜
３
４
１
０
の
方
で
、
今

後
、
介
護
支
援
専
門
員
と
し
て
の
実
務

に
就
く
予
定
の
方

〈
申
し
込
み
〉

５
月
７
日（
水
）〜
31
日（
土
）の
間
に

大
分
県
社
会
福
祉
介
護
研
修
セ
ン
タ
ー

D
０
９
７
ー
５
５
２
ー
６
８
８
８
へ

【
日
時
】４
月
16
日（
水
）
13
時
〜
16
時

【
場
所
】大
分
県
行
政
書
士
会

（
大
分
市
城
崎
町
１
ー
２
ー
３

大
分
県
住
宅
供
給
公
社
ビ
ル
３
階
）

【
内
容
】遺
言
・
遺
産
相
続
・
成
年
後
見

相
談
な
ど

問
大
分
県
行
政
書
士
会
事
務
局

D
０
９
７
ー
５
３
７
ー
７
０
８
９

【
受
付
期
間
】４
月
１
日（
火
）
〜

４
月
18
日
（
金
）

【
第
一
次
試
験
日
】５
月
11
日
（
日
）

問
大
分
県
人
事
委
員
会
事
務
局

公
務
員
課

D
０
９
７
ー
５
０
６
ー
５
２
１
２

大
分
県
警
察
本
部
警
務
課
人
事
係

D
０
９
７
ー
５
３
６
ー
１
１
１
１

（
内
線
５
３
３
７
）
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当市の医療問題が騒がしくなってきています。発端は
全国に吹き荒れている“医師不足風”が当地域にも来た
ということです。医師はどこへいったのかを考えてみま
しょう。毎年約７千人の医師が誕生し、辞める医師は３
千人近くいます。つまり毎年４千人増えているのです。
しかし問題はそもそも医師総数が※OECD諸国平均でみ
ると14万人ほど少ないことにあります。OECD加盟先
進国30カ国中27位です〔2004年〕。OECD並みにする
には今後30年以上かかる見通しです。しかし一県一医

科大学設置を推進した
1970年代にはOECD
諸国並みにありました。減少は1982年に始まった医師
数抑制策からで、理由は医師が増えると医療費が増加す
るという経済的視点からでした。

◆連絡先／豊後大野市医師会理事　坪山明寛
D0974－22－7700

医師はどこへいったのか？医医師師ははどどここへへいいっったたののかか？？医師はどこへいったのか？医師はどこへいったのか？医師会だより⑤

※OECD・・・経済協力開発機構。
加盟国は日本、米国、EU加盟国など30か国。

１

◆問い合わせ先／大分行政評価事務所 行政相談課
D097－532－3715

平成20年度平平成成2200年年度度平成20年度平成20年度行政相談日程表行行政政相相談談日日程程表表行政相談日程表行政相談日程表
行政相談は、役所の仕事についての身近な相談窓口です。
より多くの皆さんの声を行政に役立てるため、あなたの声
をお聞かせください。
相談は無料で、秘密は守ります。

お気軽にご相談ください。
４月から犬飼会場の相談時間が午

後から午前に変更になりましたの
で、ご注意ください。

犬飼町では今年も５月５日に第65回犬飼名物どんこ釣り大会の開催を予定し
ています。どんこ釣り大会会場には「どんこのぼり」を掛けていましたが、風雨
などでの劣化等により毎年その数も減少しております。
そこで、市民の皆さまに使わなくなった「こいのぼり」を寄付していただき、

「どんこのぼり」と共に掛けたいと思います。
寄付していただける方は４月18日（金）までに下記へ郵送または持参ください。

※郵送代などの経費についてはご負担願います。
※寄付いただいた方のご芳名はどんこ釣り大会の際に紹介させていただく予定です。

三重会場

緒方会場

朝地会場

大野会場

千歳会場

犬飼会場

豊後大野市中央公民館１階第４会議室

９時～12時

緒方すこやかセンター

９時～12時

朝地支所　相談室

９時～12時

解放会館

９時～12時

千歳公民館

９時～12時

犬飼支所　相談室

９時～12時

15日（火）

久保田

１日（火）

工藤

10日（木）

北尾

21日（月）

伊東

10日（木）

廣瀬

18日（金）

佐田

会場名 場　所 ・ 時　間 ４月

◆問い合わせ・郵送先／豊後大野市観光協会犬飼町支部事務局（犬飼支所 産業建設課内）
〒879-7301 豊後大野市犬飼町犬飼28番地
D097－578－1111（内線5531）

「こいのぼり」の寄付をお願いします「「ここいいののぼぼりり」」のの寄寄付付ををおお願願いいししまますす「こいのぼり」の寄付をお願いします「こいのぼり」の寄付をお願いします
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■申込資格
Ａ 世帯全員の年間所得合計金額から控除額（世帯の状況に
応じて異なります）を引いた年間所得合計金額が240万
円以下であること

Ｂ 世帯全員の年間所得合計金額から控除額（世帯の状況に
応じて異なります）を引いた年間所得合計金額が240万
１円以上、721万２千円以下であること

Ｃ 現に住宅に困っていることが明らかなこと（持ち家がな
いこと）

Ｄ 県税、市税等の滞納のないこと
Ｅ 現に同居し、または同居しようとする親族があること
（60歳以上は単身入居可能）
Ｆ 現に同居し、または同居しようとする親族があること
※なお、申込み方法や収入基準などの詳細については、担当
課にお問い合わせください。

■申込方法
本庁建設課または各支所産業建設課に備えている申込用紙

に必要事項を記入の上、必要書類を添えて提出してください。
なお、応募者多数の場合は公開抽選になります。

また、応募規定によりお断りする場合もございますので、
あらかじめご了承ください。

■募集期間
４月７日(月)～４月14日(月) ８時30分～17時まで
※土・日曜日、祝・祭日を除く

■公開抽選及び入居説明会
○日時　４月16日(水)  13時30分～
○場所　豊後大野市役所　第２庁舎２階会議室
※時間に来ていない場合は辞退とみなします。

■証明手数料について
市営住宅に関する証明（家賃額証明、保管場所使用承諾証
明等）について平成20年４月より手数料（300円）が掛かり
ますので、ご了承ください。

■問い合わせ先
建設課　d0974ー22ー1001（内線2352･2353）

①調理員(豊後大野市) 11万円～12万円 ②袋詰作業員(竹田市) 11万円 ③清掃スタッフ(豊後大野市) ８万円

④保育士(竹田市) 13万円 ⑤歯科衛生士(豊後大野市) 16万円～19万円 ⑥重機運搬車運転手(竹田市) 24万

円～30万円 ⑦看護助手(豊後大野市) 13万円 ⑧養豚作業員(竹田市) 15万円 ⑨医療事務(竹田市) 13万円～

14万円 ⑩介護職員(豊後大野市) 12万円 ⑪販売・製造(パート･竹田市) 800円 ⑫調理業務(パート･豊後大

野市) 825円 ⑬販売スタッフ(パート･豊後大野市) 700円 ⑭ハウス内作業員(パート・豊後大野市) 620円

⑮洗卵・選別作業員(パート・竹田市) 720円

応募にはハローワークの紹介状が必要となります。お気軽におたずねください。また、インターネットでもお仕事
を探すことができます。アドレスは右記のとおりです。http://www.hellowork.go.jp/

問い合わせ先／ハローワーク豊後大野　d０９７４ー２２ー８６０９

ハローワーク豊後大野 平成20年３月18日現在求人情報

※平成19年10月１日から雇用対策法が改正され、求人募集における年齢制限が原則禁止されました。
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市民の皆さんが行う活動の参加者・会員の募
集、またイベントの周知など、いろいろな情報
を掲載します。（営利目的のものなどは掲載でき
ません）。皆さんからの情報をお待ちしていま
す（紙面の都合で掲載できないこともあります
ので、ご了承ください）。

問 〒879-7198
豊後大野市三重町市場1200
豊後大野市役所 秘書政策課 広報広聴班
D０９７４ー２２ー１００１（内線2016）

●開催場所 緒方町旧すこやかセンター跡（旧緒方病院前）
●受講対象者 豊後大野市民ならどなたでも（定員10名）
●開催日時 ４月３日、10日、17日、24日（いずれも木曜日）４回

それぞれ９時30分から11時30分まで
●受 講 料 2,500円　
●申 込 先　緒方町公民館 d0974－42－3161

シニアネット大分豊後大野支部　広瀬征夫 d0974－42－2978

【
三
重
】

●
玉
田
　
　
裕
（
ゆ
う
）

「
聡
・
理
恵
（
大
原
）」

●
古
賀
　
愛
緑
（
あ
い
り
）

「
幹
夫
・
亜
矢
（
大
原
）」

●
小
野
　
葉
月
（
は
づ
き
）

「
清
司
・
千
春
（
市
原
）」

●
川
野
　
仁
志
（
ひ
と
し
）

「
英
治
・
香（
上
赤
嶺
一
区
）」

●
玉
田
　
　
優
（
ゆ
う
）

「
智
・
愛
（
上
赤
嶺
二
区
）」

●
大
内
　
日
高
（
ひ
だ
か
）

「
重
利
・
瑞
穂
（
上
赤
嶺
二
区
）」

●
大
坪
　
世
界
（
せ
か
い
）

「
浩
幸
・
真
理
（
上
赤
嶺
二
区
）」

●
入
江
　
陵
太
（
り
ょ
う
た
）

「
大
輔
・
サ
ト
ミ
（
下
赤
嶺
岡
）」

●
入
江
　
健
太
（
け
ん
た
）

「
大
輔
・
サ
ト
ミ
（
下
赤
嶺
岡
）」

●
藤
本
　
倖
歩
（
ゆ
き
ほ
）

「
直
樹
・
美
里（
下
赤
嶺
中
の
原
）」

●
河
野
　
陽
向
（
ひ
な
た
）

「
吉
史
・
弓
恵
（
入
北
）」

●
宮
川
　
結
翔
（
ゆ
う
と
）

「
研
一
・
淳
子
（
東
営
住
宅
）」

●
川
野
　
艶
乃
（
つ
や
の
）

「
裕
二
・
智
美
（
内
田
）」

●
小
野
里
桜
奈
（
り
お
な
）

「
雄
司
・
福
代
（
内
田
）」

●
小
平
　
乃
愛
（
の
あ
）

「
正
志
・
亜
美
（
久
知
良
一
区
）」

【
清
川
】

●
大
津
　
朋
也
（
と
も
や
）

「
康
徳
・
慶
子
（
雨
堤
）」

●
大
津
　
拓
也
（
た
く
や
）

「
康
徳
・
慶
子
（
雨
堤
）」

【
緒
方
】

●
板
井
亮
太
郎
（
り
ょ
う
た
ろ
う
）

「
貴
祐
・
ひ
と
み
（
馬
場
）」

【
朝
地
】

●
甲
斐
　
　
雅
（
み
や
び
）

「
弘
之
・
智
美
（
板
井
迫
）」

【
千
歳
】

●
十
時
　
真
弥
（
ま
や
）

「
真
一
郎
・
有
子
（
中
部
）」

【
犬
飼
】

●
川
上
　
玲
依
（
れ
い
）

「
哲
孝
・
芳
美
（
上
津
尾
住
宅
）」

●
石
本
　
瑠
偉
（
る
い
）

「
寿
記
・
幸
代
（
細
口
）」

【
三
重
】

●
須
田
　
熊
夫
（
90
・
菅
生
）

●
深
田
　
卓
美
（
83
・
浅
水
）

●
平
井
　

馬
（
95
・
川
辺
）

●
後
藤
　
茂
生
（
59
・
百
枝
）

●
後
藤
千
代
子
（
83
・
大
原
）

●
神
田
　
武
雄
（
98
・
法
泉
庵
）

●
尾

正
一
（
92
・
市
場
一
区
）

●
後
藤
　
忠
信
（
93
・
市
場
二
区
）

●
神
田
　
キ
ヨ
（
84
・
市
場
四
区
）

●
神
野
　
幸

（
84
・
市
場
五
区
）

●
足
立
　
清
子
（
82
・
市
場
六
区
）

●
麻
生
ム
ツ
子
（
84
・
上
赤
嶺
一
区
）

●
川
田
已
余
子
（
74
・
肝
煎
二
区
）

●
首
藤
　
國
枝
（
81
・
羽
飛
）

●
深
田
ヒ
サ
子
（
89
・
羽
飛
）

●
佐
藤
　
シ
メ
（
83
・
山
中
）

●
赤
嶺
小
夜
子
（
83
・
下
赤
嶺
中
の
原

）

●
後
藤
　
孝
昭
（
74
・
下
赤
嶺
中
の
原

）

●
岩
野
　
良
夫
（
77
・
入
北
）

●
衞
藤
フ
サ
ヱ
（
81
・
上
小
坂
）

●
多
田
　
貞
一
（
77
・
下
玉
田
）

●
児
玉
　
治
生
（
81
・
深
田
）

●
下
田
　
一
人
（
85
・
中
津
留
）

●
佐
藤
　
浪
子
（
75
・
久
知
良
一
区
）

【
緒
方
】

●
上
野
　
清
勝
（
79
・
上
畑
）

●
野
仲
　
克
子
（
84
・
小
原
）

●
後
藤
ハ
ツ
ヱ
（
93
・
上
自
在
）

●

山
　

明
（
95
・
馬
場
）

●
西
　
　
榮
美
（
78
・
小
野
）

●
下
田
ヨ
シ
ヱ
（
96
・
任
運
荘
）

●
甲
斐
ト
キ
ワ
（
94
・
任
運
荘
）

【
朝
地
】

●
池
部
ヨ
シ
コ
（
83
・
館
）

●
藤
岡
　
　
男
（
68
・
北
平
）

●
甲
斐
　
寿
幸
（
51
・
梨
原
）

【
大
野
】

●
松
尾
　
英
好
（
83
・
高
野
）

●
後
藤
　
弘
司
（
82
・
宮
迫
）

●
大
木
　
重
信
（
80
・
片
島
）

●
河
野
　
利
幸
（
70
・
片
島
）

●
森
下
ハ
ス
ヱ
（
79
・
大
原
）

●
衞
藤
　
元
吉
（
84
・
矢
田
）

●
谷
　
マ
サ
子
（
84
・
安
藤
）

【
千
歳
】

●
沓
掛
　
國
生
（
74
・
田
原
園
）

●
惠
藤
　
久
子
（
81
・
長
峰
）

【
犬
飼
】

●

木
カ
ヨ
リ
（
104
・
黒
松
東
）

●
村
上
ヒ
サ
子
（
83
・
上
サ
町
）

●
田
仲
　
哲
夫
（
75
・
原
）

●
石
本
ト
シ
子
（
93
・
細
口
）

◇
一
般
寄
付
な
ど[

敬
称
略]

●
朝
地
中
学
校
へ
　
　
　

大
恩
寺
中
学
校
昭
和
38
年
卒
業
の

還
暦
同
級
会
（
代
表

樋
口
郁
朗
）

●
市
役
所
へ

西
日
本
電
信
電
話
（株）
大
分
支
店

●
清
川
小
学
校
へ

衞
藤
好
美
（
清
川
町
砂
田
）

「パソコン初級講座」

●日　　時 ４月６日（日）※雨天中止　９時30分～15時30分
●場　　所 道の駅みえ
●内　　容 菅尾石仏子供太鼓、湯平子供神楽、歌謡ショー、ＡＰＵサムルノリ、

社交ダンス、西宮神社神楽社、カラオケ、三味線演奏、餅まき抽選会
●申 込 先　道の駅みえ 春祭り実行委員会 d0974－24－0010

「道の駅みえ 春祭り」

パソコンのことなら何でも無料相談
４月19日（土）10時～11時30分【IT相談日】
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4月 April4月 April

●日　時 ５月18日（日） ●会　場 大原総合体育館メインアリーナ　
●参加対象 20歳以上　　 ●参加料 １チーム　1,000円　
●申込締切 ５月13日（火）申込書必着　
●問い合わせ・申込先　県連盟
〒879-7111 三重町赤嶺1125－1 d0974－22－2552  河野勝正

※行事については３月20日現在で決定されているものを掲載しています。
※おでかけ市長室は市長公務などにより変更することがありますので、事前に支所などに確認をしてください。
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金
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金
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金
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火

水

木

金

土

日

月

火

水

行政相談（９時～12時　緒方すこやかセンター）

チューリップフェスタ2008（～20日まで　原尻の滝周辺）
第６回あかい屋根と桜まつり（10時～　三重町松尾　南小学校跡地）

第21回御嶽流神楽大会（８時　清川町神楽の里能場公園）／道の駅みえ春祭り（９時30分　道の駅みえ）

年金相談（10時～15時　大野解放会館）

家事・民事出張相談（９時30分　市中央公民館）

行政相談（９時～12時　朝地支所・千歳公民館）／年金相談（10時～15時　三重町商工会）

行政相談（９時～12時　市中央公民館）

年金相談（10時～15時　竹田市総合社会福祉センター）

不動産に関する相談（９時　市中央公民館）

行政相談（９時～12時　犬飼支所）

えぼし岳ぼたん桜まつり（10時30分　えぼし公園）

行政相談（９時～12時　大野解放会館）

おでかけ市長室（９時　清川支所）

江藤久美展 ～nostalgia～
（～５月11日まで　朝倉文夫記念文化ホール）

傾山山開き（山頂祭11時30分予定）
神角寺しゃくなげウォーク
（８時30分受付　旧温見小学校跡地）

平成20年度県民すこやかスポーツ祭 アフリカへ毛布を送りましょう
たった一枚の毛布が
人々の命を守ります。
たとえ１枚でも、アフ
リカの人々の心と体を
包むかけがえのない毛布となります。
皆さまのご協力をお願いいたします。

※送付方法には「毛布＋海外輸送協力
金」と「海外輸送協力金のみ」の２通
りがあります。
詳しくは下記までお問い合わせくだ
さい。

●問い合わせ先
明るい社会づくり運動 大分地区協議会
d097－544－6617

豊後大野市では次の大会が開催されます。

ソフトバレーボールめじろんフェスティバル

●日　時 ５月18日（日） ●会　場 大原総合体育館サブアリーナ　
●参加対象 ５歳以上　　 ●参加料 １人　200円　
●申込締切 ５月９日（金）
●問い合わせ・申込先　みえトランポリンクラブ
〒879-7112 三重町百枝1086－250 神品アパート102
d080－5213－8555 白川豊和

ウォーキング・エアトランポリン体験教室

江藤久美展 ～nostalgia～
●期間／４月26日（土）～５月11日（日）
●場所／朝倉文夫記念館文化ホール

チューリップフェスタ2008
●期間／４月５日（土）～20日（日）
●場所／緒方町　原尻の滝周辺

５月上旬の予定
●３日（土） 祖母山山開き（山頂祭11時30分予定）
●５日（月） 第65回犬飼名物どんこ釣り大会

（８時～　大野川犬飼大橋下流一帯）
第８回大野川子どもふれあいどんこ釣り大会
（９時～　千歳農村公園平成大橋下流一帯）
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